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１ 学校法人名   東京理科大学      ２ 大学名   東京理科大学     

 

３ 研究組織名   総合研究院 戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター       

 

４ プロジェクト所在地     千葉県野田市山崎２６４１             

 

５ 研究プロジェクト名   環境と次世代健康科学－疾患原因解明と予防に向けた先進的研究    

 

６ 研究観点       研究拠点を形成する研究     

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

武田 健 総合研究院 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数 21 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

武田 健 
総合研究院・教

授 

ナノ粒子の次世代健康科学、環

境要因、健康影響分子基盤及び

予防に関する研究を推進し、統

括する。 

研究統括、３グループの研

究推進 

矢島博文 
理学部第一部・

教授 

新規ナノ素材の合成を行い、そ

れらの物性を明らかにする。 

環境要因解析 G、合成、性

状解析 

浜田典昭 理工学部・教授 

環境要因物質の物性と作用を主

に計算科学的な手法で明らかに

する。 

環境要因解析 G、物理学的

解析 

野島 雅 
総合研究院・講

師 

ナノマテリアルなど環境要因物質

の性状を高度分析機器を駆使

し、分析学的に解明する。 

環境要因解析 G、機器分析

小島周二 薬学部・教授 

ナノ粒子の生体酸化作用の分子

機構を特に ATP シグナルに注目

し、明らかにする。 

健康影響分子基盤解析 G、

抗酸化応答解析 

久保允人 
生命医科学研究

所・教授 

アレルギー疾患・呼吸性疾患の
機序解明と制御の基盤研究を通
して、環境要因物質の作用を解
明する。 

健康影響分子基盤解析 G、

アレルギー制御 

小川修平 
生命医科学研究

所・助教 

環境要因の免疫に及ぼす影響と

作用の分子機構を解明する。 

健康影響分子基盤解析 G、

免疫学的解析 
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梅澤雅和 
総合研究院・講

師 

ナノ粒子と栄養因子の生体影響

をバイオインフォマティクス等を駆

使して評価し、さらにリスクコミュ

ニケーション手法を確立する。 

健康影響分子基盤解析 G、

情報学、３グループの連携

補助、広報 

市原 学 薬学部・教授 

ナノマテリアルの健康影響を動

物モデルで明らかにしつつ、労働

衛生の観点からのリスク回避策

の検証・確立を進める。 

健康影響分子基盤解析 G、

労働衛生学 

曽我公平 
基礎工学部・教

授 

ナノ粒子と他の環境要因・生体と

の相互作用を解明 

健康影響分子基盤解析 G、

ナノ粒子工学(近赤外イメー

ジング)を通した健康影響解

析 

柳田信也 理工学部・講師 

運動による健康の増進、脳の活

性化の分子機構を明らかにす

る。 

予防法確立 G、脳代謝解析

清岡 智 理工学部・教授 

運動による生活習慣病改善の研

究を行い、その成果を実践の場

で応用する。 

予防法確立 G、運動による

健康増進 

市村志朗 
理工学部・准教

授 

負担の少ない身体活動評価法を

確立し、運動による健康増進の

実態を解明する。 

予防法確立 G、運動療法 

小茂田昌代 薬学部・教授 

薬剤師業務の観点からクスリと

栄養による次世代の健康影響を

明らかにし、健康増進をはかる。 

予防法確立 G、クスリと栄養

の役割 

田沼靖一 薬学部・教授 

ゲノム創薬研究を通して代謝を

制御し、次世代の疾患の予防と

治療法を確立する。 

予防法確立 G、新規薬剤の

開発 

（共同研究機関等）    

菅又昌雄 
栃木臨床病理研

究所・所長 

ナノマテリアルの次世代健康影

響を電子顕微鏡等を駆使して臨

床病理学的に明らかにする。 

健康影響分子基盤解析 G、

齧歯類、霊長類解析 

井原智美 
栃木臨床病理研

究所・部長 

ナノマテリアルの次世代健康影

響を電子顕微鏡等を駆使して臨

床病理学的に明らかにする。 

健康影響分子基盤解析 G、

齧歯類、霊長類解析 

光永総子 

NPO 法人プライ

メイト・アゴラ・バ

イオメディカル研

究所・部長 

ナノマテリアルの健康影響を霊

長類の系で明らかにする。ヒトへ

の外挿入をはかる。 

健康影響分子基盤解析 G、

霊長類解析、人への外挿 

石見佳子 

医薬基盤・健康・

栄養研究所・部

長 

食品成分による骨代謝等の研究

を通して次世代健康増進におけ

る栄養の役割を解明する。 

予防法確立 G、発達期の栄

養の役割解析 

李 英姫 
日本医科大学・

講師 

環境（排ガス微粒子）と肺疾患に

関わる研究を通して、疾患の分

子機構を明らかにし、予防法、治

療法を確立する。 

健康影響分子基盤解析 G、

慢性肺疾患解析 

立花 研 
日本薬科大学・

講師 

ナノ粒子の次世代への健康影響

と作用をエピジェネティックスのレ

ベルで解明する。 

健康影響分子基盤解析 G、

分子機構、診断法 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノ粒子の次世代への健

康影響と作用をエピジェ

ネティックスのレベルで解

明する。 

総合研究機構・助

教 
立花 研 

健康影響分子基盤解析

G、分子機構、診断法 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

総合研究機構・助教 日本薬科大学・講師 立花 研 
健康影響分子基盤解析

G、分子機構、診断法 

 

追加 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノ粒子と栄養因子の生体影響をバ

イオインフォマティクス等を駆使して

評価し、さらにリスクコミュニケーショ

ン手法を確立する。 

薬 学 部 ・ 助

教 
梅澤雅和 

健康影響分子基盤解析 G、

情報学、３グループの連携補

助、広報 

（変更の時期：平成 24 年 12 月 1 日）    

ナノマテリアルの健康影響を動物モ

デルで明らかにしつつ、労働衛生の

観点からのリスク回避策の検証・確

立を進める。 

薬 学 部 ・ 教

授 
市原 学 

健康影響分子基盤解析 G、

労働衛生学 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日）    

ナノ粒子と他の環境要因・生体との

相互作用を解明 

基 礎 工 学

部・教授 
曽我公平 

健康影響分子基盤解析 G、

ナノ粒子工学(近赤外イメー

ジング)を通した健康影響解

析 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日）    

辞退 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ナノマテリアルの健康影響を霊長類

の系で明らかにする。ヒトへの外挿

入をはかる。 

NPO 法人プ

ライメイト・ア

ゴラ・バイオ

メディカル研

究所・所長 

中村 伸 
健康影響分子基盤解析 G、

霊長類解析、人への外挿 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日）    

幼少児の運動による健康の増進、心

の活性化について研究し、教育的な

指導を実践する。 

理 工 学 部 ・

教授 
丸山 克俊 

予防法確立 G、子ともたちの

健康と生活習慣因子の諸問

題 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日）    
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 

近年、人々を取り巻く社会環境や生活環境の変化に伴い、健康に悪影響を及ぼす新たな要因が出てき

ていた。特に環境要因が子どもの成長・発達にもたらす影響は、国内外で議論されている問題であった。

実際に環境省では、胎児期から小児期に曝される環境因子が子どもの健康に及ぼす影響の解明を目的

として、全国的な疫学調査（エコチル調査、15 年間）を平成 22 年度から実施している。 

 

一方で本プロジェクトの研究代表者らは、先に（独）科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業

CREST (2001～2005) において、ディーゼル排ガスに含まれる超微小粒子が母マウスから胎仔に移行す

ることと、それが出生後の仔の脳神経系・生殖系という高度な生体内システムに影響を及ぼす可能性を示

唆する結果を得た。次いで、文部科学省私学研究助成事業学術フロンティア「ナノ粒子健康科学研究セン

ター」(2006～2010) において、環境中に放出されたナノ粒子やナノテクノロジーの基盤材料として生産され

るナノマテリアルが、妊娠中の母体から仔に移行して様々な健康影響を及ぼすことを動物実験系により明

らかにした。これを踏まえ本プロジェクトは、大気環境中のナノ粒子をはじめとする環境要因が次世代個体

の種々の器官や生体調節系に及ぼす影響を調べ、次世代の子どもが健康に生活できる社会を築く上で有

用な知見を集積し、活用していくことを目的として推進した。研究の目的は特に、（１）ナノ粒子（ナノマテリ

アル）が次世代の健康に及ぼす影響を明らかにすること、（２）そのナノマテリアルの性状をはじめとする環

境要因を分析すること、および（３）運動や栄養が子どもの健康や発達に及ぼす影響を解明することとし

た。 

 

この研究を遂行するために、本プロジェクトでは薬学・工学をはじめとする専攻分野の異なる研究者や、

以前からの共同研究で実績を挙げた臨床医学や病理学研究者が参集し、連携して研究を進めた。特に、

ナノマテリアルの健康科学という基礎的学問（ナノスケールの物性学、化学、分析学、毒性学、病理学、分

子生物学）と新たな視点からの次世代健康科学（免疫学、栄養学、運動学、薬学、医学）の学問的融合を

促し、研究を進めた。これを実現する過程で、当センターは、総合理工系大学としての東京理科大学の特

徴を活かした新しい境界・複合領域の学問の発展と若手研究者の育成を目指した。 

 

 

（２）研究組織 

 

研究代表者の役割： 研究代表者（武田）はセンターを統括（管理運営、研究推進）し、センター代表者と

して定期的に東京理科大学総合研究機構（院）運営委員会に出席した。また、総合研究機構（院）発表会

に出席し、代表としてセンター研究トピックスを紹介した。さらに、総合研究機構（院）年報に年間の活動実

績を報告した。 

 

役割分担および責任体制： センターは研究課題別に環境要因解析グループ、健康影響・分子基盤解

析グループ、予防法確立グループの 3 つのグループから構成した。センター長、3 名のグループ長、3 名の

副グループ長により運営委員会を組織し、主としてセンター長の発案・リードで人事、予算、運営業務を行

った。班員全員が出席するセンター総会で予算、決算を審議し、全員が研究発表を行いながら、研究の方

向性、相互の連携、共同研究計画を検討した（別紙１＝図１参照）。 
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本プロジェクトに参加している研究者の人数（別紙１＝図１参照） 

参加研究者数： ２１名、 他に１３名の研究協力者（技術員、客員研究員等） 

 

大学院生・ＰＤ・ＲＡの人数、活用状況（別紙１＝図１，表１参照） 

PD： ５名、 RA： ３名、 大学院生： ９０名、 学部学生： ５０名 

 

研究チーム間の連携状況・研究支援体制： 3 名のグループ長がグループ内の研究に関する責任を負う

と同時に、代表のセンター長が３つのグループを統合し、全体の連携、共同研究を推進した（別紙１＝図

１，表１参照）。本センターの特徴の１つとして、理工学部教養体育研究室の教員全員が参加し、次世代健

康科学の研究の運動面からの科学的検証を進めたことがある。これにより、センターの他の班員との密接

な研究連携を促しただけでなく、幼少時健康教育や中高年のための生活習慣病予防活動など、実践的な

社会貢献を積極的に行った。 

 

共同研究機関等との連携状況： 本プロジェクトから得られる成果を実社会で活用および実装することを

目的として、企業との共同研究（項目１４：その他の研究成果等を参照）、ならびにリスクコミュニケーション

に関して他大学との共同研究を推進した。 

 

 

（３）研究施設・設備等 

 

研究施設： 学内の班員はそれぞれ研究室（120～150m2）を所有していた他、当センターの実験室とし

て東京理科大学野田キャンパス内の曝露実験棟（200m2）ならびに実験室（110m2）を使用した。 

 

研究施設・装置の整備状況： 2007 年にナノ粒子を含む浮遊粒子状物質の健康影響を研究するため

に、わが国の大学では唯一のディーゼル排ガス曝露装置を、私学助成学術フロンティア推進事業（ナノ粒

子健康科学研究センター）で設置した。曝露実験棟内には排ガス成分の解析装置、動物処置施設、組織

固定・染色・観察施設を準備した。また、センター班員は各々が管理する研究機器・装置も活用した。 

 

主な研究装置、設備の名称： 曝露実験棟内にディーゼル排ガス曝露後の動物を近接した場所で長期

間飼育する動物施設が必要であったため、本センター発足にあたり、特注のアイソラックチャンバーを設置

した。本設備は実験動物を各種汚染源から保護し、HEPA フィルターを通した強制排気装置を有するものと

したため、複数種の実験動物の同時飼育や特殊な性状の動物を飼育することが可能となった。曝露チャン

バーは、加湿器や空気清浄機等から放出されるナノ粒子の健康影響に関する研究にも活用した。 

 

設備の利用状況（利用時間数）： 設置したアイソラックチャンバーはマウス 90 ケージ、ラット 56 ケージ分

のスペースがある。1 日 24 時間、1 年間連続で運転した（１週間あたり 168 時間利用）。約 20 名の研究者

が使用しており、ケージの稼働率は年間では 30～80％であった。 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 ナノ粒子の出生前曝露が中枢神経系の発達に及ぼす影響の発現機序を解明した。 

とくに、ナノ粒子曝露の次世代影響について感受性高い定量的指標を見出した。その指

標は、加齢ならびに異常タンパク質蓄積の関わる中枢神経系疾患の病態と酷似する所

見に直接的に関わるものであった。 

 ナノ粒子の発達毒性が最終表現型（行動）に及ぼす影響を明らかにした。 

 ナノ粒子の発達神経毒性において non-human primate model での検証を行い、ヘモグロ

ビン遺伝子発現の顕著な亢進（新生児脳）を見出した。 

 ナノ粒子の出生前曝露が次世代免疫系ならびに雄性生殖系に及ぼす影響を検証した。 

 シリカナノ粒子曝露による活性酸素種産生機構を解明した。 

 環境と健康との関係に密接に関連するアレルギーの発症メカニズムついて、抗体産生を

コントロールする T 細胞を同定した。 

 高脂肪食摂取の継世代的影響を解明した。 

その中には、難治性である非アルコール性脂肪性肝疾患について、衛生学的観点から

新規の治療・予防標的候補を示唆する結果が含まれていた。 

 PM2.5 曝露により肝臓に生じる影響が、脂質摂取の偏り（n-3 系多価不飽和脂肪酸欠

乏）により顕著に増大することを明らかにした。 

 以上の研究において、組織病理学的解析とバイオインフォマティクスを二本柱に据え、こ

れらを発生・次世代毒性学研究に応用する好例を示した。 

 

 以上、本プロジェクトでは目的・計画に挙げた、（１）ナノ粒子（ナノマテリアル）が次世代の健

康に及ぼす影響解明を、分子メカニズムから行動に至るまで包括的に達成した。さらに、（２）

ナノマテリアルの性状をはじめとする環境要因を分析しながら、（３）他の交絡要因となる運動

や栄養が子どもの健康や発達に及ぼす影響ならびに相互作用の解明を達成した。あわせ

て、種々の環境要因の次世代影響について得られた知見を社会に還元すべく、リスク・コミュ

ニケーションの手法研究と実践を行った（後述）。論文発表と並行し、関連する社会問題の解

説を最新の研究成果を交え、講演やメディアを通して行うよう努め、これを達成した。 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響の発現機序に迫る 

特に汎用性の高いナノ粒子の胎児期曝露が、次世代の中枢神経系に及ぼす影響についての研究を進

めた。以前に、妊娠マウスに投与した二酸化チタンナノ粒子が次世代の脳に移行し、出生後も青年期以降

にまで蓄積すること、ならびにこの次世代の脳の前頭皮質及び線条体におけるドーパミン及びその代謝物

量を増加させることを示した（2013 年日本毒性学会ファイザー賞受賞）。 

 

特に、大気環境中の超微小粒子のモデルとしても用いたカーボンブラックナノ粒子の研究では、PAS 染

色で捉えられる脳血管周囲マクロファージの変化により、ナノ粒子の次世代中枢神経系への影響を定量

的に評価できることを示した(*1,2)。この細胞は睡眠時の脳実質内老廃物排出に重要な役割を担っているだ

けでなく、神経変性疾患の病態形成に重要なアミロイドβタンパク質の排出にも関わっていることが報告さ
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れており、その表現型が出生前ナノ粒子曝露に顕著にかつ慢性的に変化することは、ナノ粒子の発達神

経毒性の対処（治療）ならびに予防に向けて重要な知見である(*3)。本研究成果は、ナノ粒子の毒性に関す

る国際会議 Nanotoxicology 2014 での Best Poster Award、ならびに日本薬学会年会優秀発表賞を受賞

した（小野田・梅澤・菅又ら、2014 年 4 月）。さらに、この脳血管周囲マクロファージに隣接するアストロサイ

トも出生前ナノ粒子曝露に対して鋭敏に反応し、加齢個体ならびに異常タンパク質の蓄積を伴う脳神経系

疾患の所見に酷似する所見が生じていた。あわせて一連の研究から、ナノマテリアルの定量的安全性評

価指標を示した。これは、環境衛生学分野で現在注目されている、ナノ粒子の生体作用に関して重要な知

見であると評価されている。 

 

また、ナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガスの妊娠期曝露により、次世代中枢神経系の大脳皮質に

生じる細胞分化への影響を明らかにした。あわせて、同様の曝露による影響をエピジェネティックに解析し

た結果では、脳組織において DNA メチル化状態の低下する領域が多く認められ、その標的には receptor 

activity や DNA binding に関連する遺伝子が濃縮されている可能性が示された(*4)。 

 

さらに、二酸化チタンの胎児期曝露群における次世代の脳において、ドーパミンに対するドーパミン受容

体の応答性には変化がないことを示した。一方で、二酸化チタンの胎児期曝露を受けた次世代の脳にお

いて、中脳ドーパミン神経系に密接に関わる脳領域機能に関わる遺伝子群が新生児期から発現変動する

ことを示した(*5)（立花研ら、Nanotoxicology 2012 Best Poster Award、2012 年 9 月）。化粧品に汎用される酸

化亜鉛ナノ粒子についても妊娠期曝露により次世代脳内のモノアミン及びその代謝物に生じる影響を解析

した(*6)。その結果、酸化亜鉛ナノ粒子の胎児期曝露を受けたマウスの複数の脳領域において、ドーパミ

ン、セロトニンの代謝物量や代謝回転の有意な増加が認められた。この変化について、二酸化チタンナノ

粒子の妊娠期曝露による影響とは相違点もあることが明らかになった。二酸化チタンナノ粒子の妊娠期曝

露による影響については、胎仔及び出生仔血液中の小分子 RNA（miRNA）の変動プロファイルを解析し

た。その結果、次世代免疫系及び雄性生殖系への影響と相関すると考えられる血中の変化が捉えられつ

つある(*7)。 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響 – Phenotype（行動）に及ぶ影響の同定 

PM2.5 の主成分の一つでありナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガス微粒子の発達神経毒性につい

て、妊娠期皮下投与モデルで出生児の海馬の NMDA（N-methyl-D-aspartate）受容体の発現低下と空間学

習記憶（水迷路試験）の低下が認められたほか(*8)、ディーゼル排ガスの妊娠期吸入曝露実験によって、出

生児に運動協調性の低下を生じることを明らかにした(*9)。 

 

ナノ粒子が次世代中枢神経系に及ぼす影響 – サル（non-human primate model）での検証 

ナノ粒子の出生前曝露が中枢神経系の発達に及ぼす影響について、ヒトへの外挿性の高い知見を得る

ためにサル（non-human primate model）での検証を行った。ナノ粒子胎児期曝露が新生児脳のヘモグロビ

ン遺伝子発現を顕著に亢進させることが明らかになり、これがナノ粒子の発達神経毒性に寄与する可能

性が示唆された(*10)。 

 

ナノ粒子が次世代免疫系ならびに雄性生殖系にに及ぼす影響 

妊娠マウスに対するカーボンブラックナノ粒子の水中高分散・低用量経気道投与は、出生児の免疫系

に対し細胞表現型では特に脾臓リンパ球に影響を及ぼすことが明らかになった。当該粒子の妊娠前～中

期投与は脾臓 T 細胞を減少させた(*11) 一方で、妊娠中～後期投与は脾臓 T 細胞を増加させた(*12)。これ

は、種々のナノ粒子の妊娠後期曝露が産児のアレルゲン感受性を亢進させるという先行研究の知見を、
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脾臓リンパ球の immunophenotype の観点から裏付け、そのメカニズムを示した知見である。 

最後に、殺菌効果などが謳われ汎用されている銀ナノ粒子の妊娠期投与（飲水経口投与）の影響につ

いては、2 週間で合計 10 µg/body の投与では、次世代生殖系に顕著な影響が生じないことが明らかになっ

た。一方で、二酸化チタンについては妊娠マウス 1 匹あたり 0.5 µg（ヒト換算で 0.5～1 mg／人）という体用

量（高分散性）で、その妊娠期投与による影響が次世代生殖系に生じることが明らかになった(*13)。成果に

は、ナノ粒子の次世代影響の影響評価指標として有用なものが複数含まれていた。 

 

ナノシリカ粒子（nSP）曝露による ROS 産生機構の解明（小島周二ら） 

多くのナノ粒子は「活性酸素 (ROS) 産生による酸化ストレス」を誘導すると報告されているが、その機

構は不明であった。本研究ではナノシリカ粒子を用いて、ナノ粒子による ROS 産生における ATP−ATP 受

容体シグナリングの関与を明らかにした。この結果はマウス腎メサンギウム細胞ならびにヒト皮膚上皮

HaCaT 細胞の双方で同様であり、細胞種に依存しないナノ粒子による ROS 産生機構が推定された(*14,15)。

ATP-ATP 受容体シグナリングの炎症誘導（特に IL-産生）機序への寄与は、マクロファージ(*16)、樹状細胞
(*17) についても示された。 

さらに、LPS 活性化肝クッパー（KUP5）細胞を用いて、粒径の異なるシリカナノ粒子（SNP-30, 70 及び

300）による IL-1産生を Purinergic signalinng の観点から検討した。この結果、３種の SNPs のうち、SNP30

曝露により顕著な IL-1産生がみられ、本ナノ粒子による KUP5 細胞からの IL-1産生に ATP-P2X7・P2Y6

受容体シグナリングの関与が明らかになった(*18)。 

 

アレルギーに関わる抗体の産生をコントロールする T 細胞の同定（久保允人ら） 

環境と健康との関係に密接に関連するアレルギーの発症メカニズムついて、抗体産生をコントロールす

るのは TH2（2 型ヘルパーT 細胞）と TFH（リンパ濾胞型ヘルパーT 細胞）のいずれかが分かっていなかっ

た。本研究グループは、TFH 細胞からは IL-4 産生が起こらないマウスを遺伝子工学的手法にて作成し

た。このマウスを使った解析から、IgE 抗体の産生をコントロールするヘルパーT 細胞は TFH 細胞であり、

これまで考えられていた TH2 の関与は無いことを初めて明らかにした(*19)。 

さらに、システインプロテアーゼ（ダニ抗原などに含まれる）で誘発されるナチュラルヘルパー（NH）細胞

の活性化が、好塩基球から産生される IL-4 によって制御されることを明らかにし、喘息発症における好塩

基球と自然リンパ球（ILC）とのクロストークを示した(*20-22)。 

 

高脂肪食摂取の継世代的影響の解明 

妊娠前の脂質過剰摂取が出生児の肝臓脂質代謝・遺伝子発現パターンに及ぼす影響を明らかにした。

これは肝臓の生理病理学的（非アルコール性脂肪性肝疾患に類似）な所見の一部が胎児期だけでなく、

それ以前（妊娠前の親）の食習慣も反映することを示した研究成果である(*23,24)。今後さらに、妊娠前・妊娠

期の環境要因（生活環境、栄養、運動習慣）による次世代影響の視点に立脚した研究が進められることに

より、難治性疾患に対して衛生学的観点から新規の治療・予防標的が見出されることが期待される。研究

から得られる知見の医療や教育の現場での有効活用が今後の課題である。 

出生前の親の栄養摂取が次世代の健康に及ぼす影響解明の一貫として、大豆イソフラボンの一つであ

るダイゼインを胎仔期から乳仔期まで投与した結果、次世代の仔の骨形成を抑制する可能性が示され

た。一方で、この投与を成長期まで継続させると、仔の骨密度が回復することが示された(*25-30)。 

 

PM2.5 曝露による生体影響に対する n-3 系多価不飽和脂肪酸欠乏の相乗作用解明 

実験動物（マウス）の肝臓に対する PM2.5（ナノ粒子を多量に含むディーゼル排ガス、カーボンブラックナ

ノ粒子）曝露の影響が、n-3 系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取した個体では顕著に増大することを明らか



（様式 2） 
 

法人番号 131065 
プロジェクト番号 S1101015 

 
にした。PM2.5・ナノ粒子曝露に対する生体防御機構における n-3 系多価不飽和脂肪酸の役割が示され

た。PM2.5 の疫学については日米間で結果に相違があり、それは食生活や疾病構造の違いから起こって

いると考えられているが、本研究の結果はその違いが生じるメカニズム解明につながる端緒を捉えている

と考えられる。 

 

運動に関わる生理学・病理学・実践研究と測定手法の確立 

様々な運動条件（種類、強度、肥満、加齢）が運動時の脳内神経機構に及ぼす影響ならびに疲労状態

やホルモン異常との相互作用を、神経科学的手法及び分子生物学的手法を用いて動物モデルにて明ら

かにした(*31-34)。さらに、中高齢者の健康維持・増進を目的とし、地域住民に呼びかけ健康寿命延伸活動を

展開した。その中で、軽運動及び運動処方指導を身体組成や骨密度、動脈硬化指数などの健康度測定と

ともに実施した。その結果、住民の身体的機能だけでなく心理・社会的機能も含めた健康の維持・増進に

効果が表れた。さらに、教育現場での運動の実践研究とあわせて、青少年の運動教育を啓発を目指した

著書も出版した(*35-37)。 

 

バイオインフォマティクスの発生・次世代毒性学研究への応用（梅澤雅和ら） 

本プロジェクトでは、ナノ粒子の妊娠期曝露が次世代の免疫系に及ぼす影響を「短期間で未知の毒性も

含めて」評価する手法の開発を進めた。これを打開するために本プロジェクトでは、環境要因による生体作

用を遺伝子発現レベルで網羅的かつ機能的に捉えられる方法を開発し、活用した。 

 

具体的には、遺伝子機能を分類可能な用語により遺伝子を分類し、被検条件下で発現変動した遺伝子

の機能的偏りを明らかにし、活用する手法を開発した(*38,39)。本法によりナノ粒子による次世代免疫系への

影響を解析した結果、カーボンブラックによる次世代免疫系（胸腺 T リンパ球の分化）への影響で重要な役

割を担い得る転写因子（NF1、GFI1）を見出した。この研究成果は、その独創性と発展性が認められ、日本

薬学会 環境・衛生部会の部会賞・金原賞を受賞した（梅澤雅和ら、2013 年 9 月）。また、超音波式加湿器

から放出される微小粒子による生体影響を検証した。超音波式加湿器を水道水で運転すると、水中のミネ

ラルから構成される微粒子が飛散するが、通常運転程度の曝露量であれば肺胞マクロファージなど呼吸

器の防御機構が働き、野生型マウスにおいて慢性影響は生じなかった。これは、生活に身近な製品から

の微小粒子発生とそのリスク管理に重要な知見をもたらす研究成果であった(*40)。 

 

ナノ材料の物性分析法の開発（環境要因解析グループ） 

矢島（環境要因解析グループ長）を中心に相互に連携しながら、環境物質（主にナノマテリアル）の性

状・物性解析・機器分析技術の研究を進めた。具体的には、以下の開発研究に高い達成度を得た。まず

生体内で検出でき得る超音波造影ナノバブルを調製し、高い分散安定性と低い細胞毒性を確認した(*41)。

また、従来は原理的に不可能であった有機材料の深さ方向の分析を可能とする、ダイナミック二次イオン

質量分析法 (SIMS) の開発を進めた(*42)。 

 

 

＜課題となった点＞ 

 

問題点＝発表方法の難しさ 多くの人が曝され得る環境要因による次世代健康影響は、研究結果をす

ぐに発表しづらい場合が少なくなかった。それは、ヒトに対する健康影響が顕在化しにくい上、対象としてい

る素材が産業と密接な関わりがあるためである。例えばナノ粒子に関してはディーゼル排ガスが自動車産

業、酸化チタンナノ粒子が化粧品産業、カーボンブラックナノ粒子がコピー機・印刷業と関わりがあり、発表
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内容が産業の発展に影響することが生じ得た。さらに、ヒトへの影響のうち特に次世代・子どもへの影響は

過敏に受け止められることも少なくなく、研究発表による過度な社会的影響が懸念になることもあった。 

 

克服法 １）環境リスクの問題を様々な人や社会にどのように伝えるかという「リスクコミュニケーション」

の研究を進めた。本プロジェクトの梅澤らが、外部の専門家と共同で研究を進めた。  ２）現在進めている

霊長類（サル）の実験系は、ヒトへの外挿が可能な格好のモデルであった。これにより、ナノ粒子のヒトへ

の影響を明らかにした。  ３）次世代のヒトへの影響は、最終的には疫学調査による証明が必要であっ

た。本プロジェクトの研究から得られた結果を基に、センター外の疫学研究者との連携を始めた。 

 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

年度毎にメンバーが集まり研究報告会を行い、費用対効果を評価し、次年度の研究課題の設定ならび

に資源の配分に反映させた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

環境要因による生体影響の研究に精通した小林隆弘氏（環境省プログラムオフィサー、前東京工業大

学特任教授・国立環境研究所上席主任研究員）ならびに黒田洋一郎氏（環境脳神経科学情報センター・

代表、首都大学東京・大学院人間健康科学研究科客員教授）により、関連分野・業界の国際的状況を踏

まえた評価を受けた。また、リスク・コミュニケーションの専門家である難波美帆氏（北海道大学＝当時）な

らびに科学的知見の社会実装に実績のある上田昌文氏（NPO 法人市民科学研究室・代表）により、本プロ

ジェクト成果の社会への活用の可能性の観点からも評価を受けた。当プロジェクトの計画ならびに進捗に

ついて、東京理科大学 研究推進機構 総合研究院におけるアドバイザリー委員会（2014 年 9 月 24 日）な

らびに総合研究評価委員会（2015 年 7 月 13 日）において第三者評価委員を交えて評価を受けた。ここで

客観的な審査を受け高い評価を受けたとともに、評価者からの研究プロジェクトの独立性を保ちつつ、受

けた意見をプロジェクトの方針策定ならびに研究成果の解釈に反映させた。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

ナノメディシンならびに脳神経系疾患の診断・予防・治療の観点と、新規テクノロジー・マテリアルの安

全・持続可能性のデザインを指向した国際研究拠点の基盤が築かれつつある。特に、脳神経疾患や若年

性の生活習慣病発症に対する環境要因の寄与の可能性と、その病理・分子的基盤が示された本プロジェ

クトの成果を発展させていく。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

研究者の懸念に応えるリスク・コミュニケーション手法の開発 

本プロジェクトの最終目的は、環境リスクの問題を様々な人や社会にどのように伝えるかという「リスク・

コミュニケーション」の課題解決なしには達成できなかった。リスク・コミュニケーションの重要性は、2011 年

の震災・原発事故以降に大きく取り上げられ、指摘されているものでもあった。一方で、情報の受け手のメ

リットに焦点を置いたコミュニケーションの研究が進みながら、研究者や情報提供者の懸念に応えるコミュ

ニケーション手法の研究が進んでいなかった。そこで、本プロジェクトではコミュニケーション手法の専門家

である難波美帆氏（早稲田大学大学院政治学研究科、現・北海道大学）との共同研究により、研究者・情

報提供者の懸念に応えるリスク・コミュニケーション手法の開発（形式知化）を進めた(*43-45)。その成果はリ

スク・コミュニケーションパターン集としてオンラインで公開されている(*46)。 
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リスク・コミュニケーションの研究と実践 

環境要因が健康にもたらすリスク情報についてのコミュニケーションを研究し、実践した。具体的には、

学術論文以外にも幅広い読者を想定した『科学』（岩波書店）や子どもの健康増進をテーマに掲げる『子ど

ものからだと心・連絡会議』刊行の白書への寄稿(*47-49)、ならびに市民講演会での登壇ならびに討論の実

践を行った(*50)。その内容は「科学データをしっかり踏まえて論理的に筋の通ったものの見方を貫き」ながら

「公衆衛生学的な観点から広く物事を捉え」ているという高い評価を受けた。 

 

さらに、2013 年初めから報道でも大きく取り上げられている PM2.5（大気中の微小粒子状物質）の健康

影響についても、国民一人一人がどのようにそのリスクを回避できるかという視点から情報を発信し、国民

ならびにメディアの要請に応えるよう努めた。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）       環境         （２）      ナノ粒子       （３）    次世代      
（４）     脳神経系        （５）      栄養         （６）     運動       
（７）      疾病予防       （８）  エピジェネティクス    
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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396. 石見佳子：食品機能の科学的根拠、NR・サプリメントアドバイザー必携、第一出版、476頁 (2013) 
397. 石見佳子，栄養摂取と運動/食生活と健康,公益財団法人 健康・体力づくり事業財団編, 健康運動指導士基礎講

座テキスト, pp699-706, (2013)  
398. （＊３７）丸山克俊：良いことに上限はないんだ、ダイヤモンド社、1-254 (2012) 
399. （＊３６）丸山克俊：子どもの発育発達、杏林書院、180-182 (2012) 
400. 小茂田昌代、橋本薫、青山隆夫、土谷隆紀、嶋田修治他：薬剤師のための疾患別薬物療法Ⅳ、南江堂、112-176 

(2012) 
401. 小茂田昌代：薬効力－72の分子標的と薬の作用－.オーム社、173-174 (2012) 
402. 岡田拓司、横山広美、長瀧重信、安井至、田沼靖一、太田隆夫、藤島昭：『學鐙』 夏号 特集 社会の中の科

学、丸善出版、10-13 (2012) 
403. 田沼靖一：いのちの不思議を探そう！ 生命科学の大研究 遺伝子からips細胞、死生観まで、PHP研究所、63

頁 (2012) 
404. 田沼靖一：『コトバ』死は遺伝子にプログラムされる、集英社、(2012) 
405. 田沼靖一：『学鐙』「科学の進歩によりかわる生命、変わる生命観」丸善出版、(2012) 
406. 石見佳子：栄養成分表示、抗ストレス食品の開発と展望II、シーエムシー出版、13-21 (2012) 
407. 石見佳子、山内淳、竹林純：骨系に作用する成分、生殖系に作用する成分、機能性食品の作用と安全性百科、

丸善出版、424頁 (2012) 
408. 石見佳子、呉堅：からだの発達と加齢の科学；中高年女性の骨密度低下と運動・スポーツ、大修館書店、207-212 

(2012) 
409. 石見佳子：食事摂取基準と栄養成分表示の関連 食事摂取基準 理論と活用、2: 103-110 (2012) 
410. 石見佳子、谷中かおる：中高年女性の骨密度低下防止と運動・栄養，臨床スポーツ医学，29: 899-903 (2012) 
411. （＊３５）小澤博、中永真吾、藤原豊樹、村上貴聡、矢崎弥、清岡智、市村志朗、柳田信也、丸山克俊、長澤

淑恵：健康スポーツ指導教本Ⅲ 体育科学とスポーツ文化Ⅲ『運動で高める脳機能‐こころの健康に対する運

動処方の確立に向けて‐』、体育教育出版会、80-91 (2011) 
412. 有田悦子、井手口直子、後藤恵子、冨澤崇、塩田澄子、齋藤有紀子、神谷恵子、山崎浩司、竹下啓、田村豊、
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田村智英子、上村直樹、高中紘一郎、増山ゆかり、小林郁夫、氏原淳、堂囿俊彦、小茂田昌代、安藤秀一、土

屋明美、西村亜佐子、野呂瀬崇彦、桜井なおみ、寺町ひとみ、鹿村恵明：薬学生・薬剤師のためのヒューマニ

ズム（調剤事故発生時の初期対応―その時あなたはどうする？―）、羊土社、126-130 (2011) 
413. 石井則久、小茂田昌代：疥癬とその対策.薬剤師のための感染制御テキスト第3版、薬事日報社, 295-304 (2011)
414. 石見佳子：機能性食品素材の骨と軟骨への応用、総論、大豆イソフラボン他、シーエムシー出版、252頁 (2011)

 
環境要因解析グループ(野島、浜田、矢島) 
415. 野島雅、マイクロビームアナリシス・ハンドブックオーム社 （ISBN）4274504964 736ページ2014 年 6 月 21 

日、日本学術振興会マイクロビームアナリシス第141委員会 共著/共同編集 
416. Tsuchiya K., Yajima H., Sakai H., Abe M. Electrical Phenomena at Interfaces and Biointerfaces: Fundamentals and 

Applications. Nano-, Bio-, and Environmental Sciences, Chapter 34., John Wiley & Sons, 567-582 (2012) 
417. Uchida K., Yajima H. Electrical Phenomena at Interfaces and Biointerfaces: Fundamentals and Applications. Nano-, 

Bio-, and Environmental Sciences, Chapter 43., John Wiley & Sons, 755-765 (2012)  
418. 野島雅、科学フォーラム、福島原子力発電所事故後の大気環境中放射性同位元素の挙動について、36-38 (2011)

 

 

＜学会発表＞ 
 

健康影響分子基盤解析グループ(武田、梅澤、小島、久保、小川、市原、立花、菅又、井原、光永、李、曽我) 

419. 小野田淳人、SHAHEEN Hazem ME、中村仁幸、新海雄介、EL-GHONEIMY Ashraf A、武田健、梅澤雅和「低

用量のディーゼル排ガス曝露が呼吸器系のセラミド代謝に及ぼす影響」、『日本薬学会第136年会』、横浜（パ

シフィコ横浜）、2016年3月27～29日 
420. 田畑真佐子、福田紗希、萩原伸、沼崎理英、二木力夫、入江美代子、武田健、梅澤雅和「低用量の銀ナノ粒子

経口曝露による高脂肪食摂取マウス肝臓への影響」、『日本薬学会第136年会』、横浜（パシフィコ横浜）、

2016年3月27～29日 
421. 須山史也、立花研、小野田淳人、武田健、梅澤雅和「エクソソーム内包microRNAの脳への輸送」、『日本薬

学会第136年会』、横浜（パシフィコ横浜）、2016年3月27～29日 
422. 立花研、黒岩法子、小島稔郁、湯浅珠恵、新海雄介、梅澤雅和、武田健「二酸化チタンナノ粒子妊娠期曝露に

より胎仔に生じるマイクロRNA発現変動の解析」、『日本薬学会第136年会』、横浜（パシフィコ横浜）、2016
年3月27～29日 

423. 小野田淳人、梅澤雅和「脳内の老廃物排出に対する睡眠の効果ならびに出生前環境の関わり」、『日本幼少児

健康教育学会第34回大会【春季：青山大会】』、東京（青山学院大学2号館）、2016年3月11～12日 
424. Umezawa M, Onoda A, Takeda K (Mar 2016) Gene expression change in the frontal cortex with perivascular damage 

induced by prenatal exposure to carbon black nanoparticle in mice. 53rd Annual Meeting of the Society of Toxicology 
(Ernest N. Morial Convention Center, New Orleans, LA, USA) 

425. Onoda A, Takeda K, Umezawa M (Mar 2016) Effect of ascorbic acid pretreatment on brain perivascular injury induced 
by prenatal exposure to carbon black nanoparticle in mice. 53rd Annual Meeting of the Society of Toxicology (Ernest N. 
Morial Convention Center, New Orleans, LA, USA) 

426. Nakamura M, El-Ghoneimy AA, Onoda A, Shinkai Y, Shaheen HM, Takeda K, Umezawa M (Mar 2016)      Effect of 
diesel exhaust exposure on the liver in mouse fed with n-3 polyunsaturated fatty acid-deficient diet.      53rd Annual 
Meeting of the Society of Toxicology (Ernest N. Morial Convention Center, New Orleans, LA, USA) 

427. Onoda A, Takeda K, Umezawa M (Feb 2016) Oral Presentation Award. Diffuse perivascular abnormalities and GFAP 
and aquaporin-4 dysregulation in the brain induced by maternal exposure to carbon black nanoparticle.      4th 
International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS) 2016 (Tokyo University of Science, Noda, 
Chiba, Japan) 

428. Suyama F, Tachibana K, Onoda A, Takeda K, Umezawa M (Feb 2016) MicroRNA delivery to the brain by encapsulating 
with exosomes. 4th International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS) 2016 (Tokyo University 
of Science, Noda, Chiba, Japan) 

429. Nakamura M, El-Ghoneimy AA, Onoda A, Shaheen ME, Shinkai Y, Takeda K, Umezawa M (Feb 2016) Poster 
Presentation Award Diesel exhaust exposure may exacerbate non-alcoholic fatty liver symptoms in mouse fed n-3 
polyunsaturated fatty acids-deficient diet. 4th International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS) 
2016 (Tokyo University of Science, Noda, Chiba, Japan) 

430. Kotsugai M, Tachibana K, Kawazoe S, Ueda K, Shinkai Y, Umezawa M, Takeda K (Feb 2016) Diesel exhaust exposure 
may exacerbate non-alcoholic fatty liver symptoms in mouse fed n-3 polyunsaturated fatty acids-deficient diet. 4th 
International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS) 2016 (Tokyo University of Science, Noda, 
Chiba, Japan) 

431. Matsuzawa T, Onoda A, Kawasaki T, Tsukiyama K, Takeda K, Umezawa M (Feb 2016) Conformation change of 
albumin incubated with silica nanoparticles determined by infrared spectroscopy. 4th International Postgraduate 
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Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS) 2016 (Tokyo University of Science, Noda, Chiba, Japan) 

432. Hagiwara S, Onoda A, Takeda K, Umezawa M (Feb 2016) Oral exposure to silver nanoparticle alters the effect of 
high-fat diet on perivascular macrophages. 4th International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences 
(iPoPS) 2016 (Tokyo University of Science, Noda, Chiba, Japan) 

433. 梅澤雅和、須山史也、武田健「高脂肪食摂取後の血清中コロイドの脂質・タンパク質複合体解析」、『第19回
日本病態栄養学会年次学術集会』、横浜（パシフィコ横浜）、2016年1月9～10日 

434. 梅澤雅和、末成由美、武田健「ビタミンAの妊娠期過剰摂取により新生児脳で発現変動する遺伝子群の機能的

特徴」、『第19回日本病態栄養学会年次学術集会』、横浜（パシフィコ横浜）、2016年1月9～10日 
435. 鈴木悠加 、市原学、呉文亭、伊東健、山本雅之、出岡淑、市原佐保子、rf2欠損マウスにおけるカーボンナノ

チュブの影響とその作用機序検討、第15回分子予防環境医学研究会大会、第15回分子予防環境医学研究会大会、

自治医科大学 地域医療情報研修センター 2F 中講堂、下野市、栃木県、2016年1月 
436. 若山優里奈 、長嶋大地 、北村祐貴 、及川伸二 、市原佐保子、渡邊英里、張霊逸、櫻井敏博、市原学、環境

中親電子性物質投与ラットの海馬におけるプロテオミクス解析、第15回分子予防環境医学研究会大会、自治医

科大学 地域医療情報研修センター 2F 中講堂、下野市、栃木県、2016年1月 
437. 張霊逸、一瀬 宏、原怜、片野花 、酒井麻美、森田喬、若山優里奈、櫻井敏博、市原佐保子、市原学、環境中

親電子性物質による枢神経影響・認知機能障害、環境中親電子性物質による枢神経影響・認知機能障害、第15
回分子予防環境医学研究会大会、自治医科大学 地域医療情報研修センター 2F 中講堂、下野市、栃木県、

2016年1月 
438. 渡邊英里、ブラニッチサンドラ、市原佐保子、呉文亭、鈴木利宙、 林田有紗、長田百合果、張霊逸 、ボーラ

ンドソニア、トランラン、櫻井敏博、安部良、市原学、マウスにおけるシリカナノ粒子の表面修飾と炎症誘導

作用関係、第15回分子予防環境医学研究会大会、自治医科大学 地域医療情報研修センター 2F 中講堂、下

野市、栃木県、2016年1月 
439. 梅澤雅和、李英姫、新海雄介、五月女孝子、平田幸代、稲垣弘文、小野田淳人、SHAHEEN Hazem ME、吾妻

安良太、川田智之、武田健「ディーゼル排ガス吸入曝露による呼吸器影響検証を通した疾患の予防・治療標的

の探索」、『東京理科大学・日本医科大学第2回合同シンポジウム』、東京（東京理科大学葛飾キャンパス）、

2015年12月12日 
440. 小野田淳人、川﨑平康、築山光一、武田健、梅澤雅和「カーボンブラックナノ粒子の胎児期曝露に伴う脳血管

周辺異常の赤外顕微分析」、『東京理科大学・日本医科大学第2回合同シンポジウム』、東京（東京理科大学

葛飾キャンパス）、2015年12月12日 
441. 李英姫、五月女孝子、新海雄介、菅又昌雄、井原智美、加藤活人、稲垣弘文、平田幸代、梅澤雅和、武田健、

吾妻安良太、川田智之「Nrf2欠損マウスにおけるディーゼル排ガス曝露の気道・肺への影響」、『東京理科大

学・日本医科大学第2回合同シンポジウム』、東京（東京理科大学葛飾キャンパス）、2015年12月12日 
442. 梅澤雅和、須山史也、武田健「高脂肪食摂取マウスの血清中ナノコロイドならびにプロテオミクス解析」、『第

38回日本分子生物学会年会・第88回生化学会大会合同大会』、神戸（神戸ポートアイランド）、2015年12月1
～4日 

443. 松澤智美、小野田淳人、川崎平康、武田健、梅澤雅和「シリカナノ粒子によるアルブミン分子構造変化の赤外

分光スペクトル解析」、『第38回日本分子生物学会年会・第88回生化学会大会合同大会』、神戸（神戸ポート

アイランド）、2015年12月1～4日 
444. Huang Z, Ichihara S, Oikawa S, Chang J, Zhang L, Ichihara G. A phosphoproteomic approach to investigate mechanism 

of 1-bromopropane-induced central nervous system toxicity、、BMB2015（第38回日本分子生物学会年会、第88回日

本生化学会大会 合同大会）、神戸ポートピアホテル、神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸商工会議所、

神戸市、兵庫県、2015年12月 
445. 梅澤雅和、小野田淳人「超微小粒子の胎児期曝露に伴う脳血管周辺異常の赤外顕微法による可視化」、『FEL-TUS

利用者懇談会』、東京（ポルタ神楽坂第3会議室）、2015年11月24日 
446. Ogawa S, Watanabe S, Wakamatsu E, Ohtsuka S, Abe R. Differential roles of CD28 YMNM and PYAP motifs in acute 

GVHD induction.  The 44rd Annual Meeting of the Japanese society of Immunology. Sapporo Convention Center, 
Japan, Nov 18-20, 2015 

447. Ohtsuka S, Watanabe S, Ogawa S, Abe R. MEK/ERK signaling negatively regulates cell cycle progression of effector T 
cells following an excessive antigenic stimulation. The 44rd Annual Meeting of the Japanese society of Immunology, 
Sapporo Convention Center, Japan, Nov 18-20, 2015 

448. Wakamatsu E, Oomori H, Ogawa S, Abe R. CD28 makes different impacts on thymus- and peripherally-derived 
regulatory T cell for their maintenance. The 44rd Annual Meeting of the Japanese society of Immunology, Sapporo 
Convention Center, Japan, Nov 18-20, 2015 

449. Omori H, Wakamatsu E, Kawano A, Tabata Y, Ogawa S, Abe R.CD28 co-stimulation is dispensable for the development 
of peripherally-derived regulatory T cells. The 44rd Annual Meeting of the Japanese society of Immunology, Sapporo 
Convention Center, Japan, Nov 18-20, 2015 

450. Toyoshima S, Wakamatsu E, Obata Y, Ogawa S, Abe R. Activated T cells control pathogenic mast cells under allergic 
conditions. The 44rd Annual Meeting of the Japanese society of Immunology, Sapporo Convention Center, Japan, Nov 
18-20, 2015 
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451. Kubo M, Humoral Immunity against Influenza virus infection.The 44th Annual Meeting of 

the Japanese Immunology (JSI), Sapporo, Sapporo Convention Center, Nov.18-20, 2015 
452. Kubo M, Innate and acquired immunity in influenza virus infection. 2015 Fall Conference of The Korean Association of 

the Immunologists, SejongUniversity Convention Center, Soul, Korea,Nov. 12－13､ 2015, 
453. Yanagita S, Kubota N, Takano Y, Umezawa M, Takeda K (Nov 2015) The role of brain serotonin levels and its related 

gene expressions in regulating amount of daily spontaneous physical activity. 8th FAOPS (Federation of the Asian and 
Oceanian Physiological Societies) Congress (Centara Grand & Bangkok Convention Centre at Central World, Bangkok, 
Thailand) 

454. Umezawa M, Kubo-Irie M, Fujimoto R, Oshio S, Takeda K. Reproductive and developmental toxicity of fullerenes on 
male mice. 7th International Symposium on Nanotechnology, Occupational and Environmental Health (NanOEH). 
Legend Safari Lodge, Waterberg Region, Limpopo Province, South Africa. 2015年10月17日 ～10月24日 

455. Onoda A, Takeda K, Umezawa M. Dysregulation of GFAP and aquapolin-4 proteins of astrocytes in the frontal cortex by 
prenatal exposure to carbon black nanoparticle. 7th International Symposium on Nanotechnology, Occupational and 
Environmental Health (NanOEH). Legend Safari Lodge, Waterberg Region, Limpopo Province, South Africa. 2015年10
月17日 ～10月24日 

456. Hagiwara S, Onoda A, Tabata M, Umezawa M, Takeda K. Brain perivascular macrophages decreased by oral exposure to 
silver nanoparticles and its interaction with high-fat diet in mice. FENS Featured Regional Meeting 2015. “Ioannis 
Vellidis" Congress Center, Thessaloniki, Greece. 2015年10月 7日 ～10月10日 

457. Umezawa M, Yokota S, Takeda K. Gene expression changes in the olfactory bulb induced by diesel exhaust inhalation 
and its interaction with rearing environment. FENS Featured Regional Meeting 2015. “Ioannis Vellidis" Congress Center, 
Thessaloniki, Greece. 2015年10月 7日 ～10月10日 

458. Suyama F, Tachibana K, Onoda A, Takeda K, Umezawa M. RT-PCR analysis of the distribution of exosomes with 
exogenous miRNA to the brain. FENS Featured Regional Meeting 2015. “Ioannis Vellidis" Congress Center, 
Thessaloniki, Greece. 2015年10月 7日 ～10月10日  

459. 小野田淳人、川﨑平康、築山光一、武田健、梅澤雅和「超微小粒子の胎児期曝露に伴う脳血管周辺異常の赤外

顕微法による可視化」、『第24回日本バイオイメージング学会学術集会』、東京（東京理科大学葛飾キャンパ

ス）、2015年9月26～28日（ベストイメージング賞・ニコン賞） 
460. 櫻井敏博, 市原学, 高巣成惟, 木村優介, 圓藤陽子, 圓藤吟史、胆管由来細胞を用いたハロゲン化炭化水素の遺

伝毒性評価系の確立、日本産業衛生学会 第43 回産業中毒・生物学的モニタリング研究会、まるは食堂旅館 南

知多 豊浜本店、知多郡南知多郡、愛知県、2015年10月 
461. 渡邊英里, ブラニッチサンドラ, 市原佐保子, 呉文亭, ボーラドソニア,トランラン, 林田有紗, 長田百合果, 張

霊逸, 櫻井敏博, 市原学、マウスにおけるシリカナノ粒子の表面修飾と炎症誘導作用との関係、日本産業衛生

学会 第43 回産業中毒・生物学的モニタリング研究会、まるは食堂旅館 南知多 豊浜本店、知多郡南知多郡、

愛知県、2015年10月 
462. 宗才, ガーナ―エドウィン, 黄晋彦, 張霊逸, 張堯, 豊國伸哉, 市原佐保子, 市原学、P450 を阻害して肝臓毒性

を減弱させることでマウス神経毒性モデルを確立する、日本産業衛生学会 第43 回産業中毒・生物学的モニタ

リング研究会、まるは食堂旅館 南知多 豊浜本店、知多郡南知多郡、愛知県、2015年10月 
463. 張霊逸, 森田喬, 片野 花, 若山優里奈, 酒井, 麻実, 市原佐保子, 櫻井敏博, 市原学、環境中親電子性物質によ

る中枢神経影響・認知機能障害、日本産業衛生学会 第43 回産業中毒・生物学的モニタリング研究会、まるは

食堂旅館 南知多 豊浜本店、知多郡南知多郡、愛知県、2015年10月 
464. 後藤洋二, 真野和夫, 市原学、有機溶剤長期暴露後に認知症と軽度認知障害 (MCI) を発症した和装鞄職人の親

子3 症例、日本産業衛生学会 第43 回産業中毒・生物学的モニタリング研究会、まるは食堂旅館 南知多 豊

浜本店、知多郡南知多郡、愛知県、2015年10月 
465. Kubo M, Innate and acquired immunity in influenza virus infection. International Symposium on Allergy and 

Inflammation 2015, Oarai Park Hotel, Ibaraki, October29th-30th, 2015  
466. Li Ying-Ji , Shimizu T, Hirata Y, Inagaki H, Takizawa H, Azuma A, Yamamoto M, Kawada T.Role of Nrf2 in the 

allergic airway inflammation differ between.BALB/c and C57BL/6 mice.XXIV World Allergy Congress (WAC) Seoul, 
Korea. 14-17 Oct 2015 

467. Umezawa M, Kamimura M, Kitahata N, Tou B, Fukushima R, Omoto A, Yasuda Y, Harada T, Takeda K, Kuchitsu K, 
Soga K.「Nanoparticle distribution in mouse airways and plant leaves detected by near-infrared fluorescence analysis」、

『第24回日本バイオイメージング学会学術集会』、東京（東京理科大学葛飾キャンパス）、2015年9月26～28
日 

468. 梅澤雅和、堀寛、武田健「妊娠前の脂質過剰摂取による肝臓での発現変動遺伝子の機能的特徴」、『フォーラ

ム2015 衛生薬学・環境トキシコロジー』、神戸（神戸学院大学ポートアイランドキャンパスB号館）、2015
年9月17～18日 

469. 立花研、小番美鈴、川副翔太郎、上田剛司、新海雄介、梅澤雅和、武田健「二酸化チタンナノ粒子の胎仔期曝

露により神経幹細胞に生じる遺伝子発現変動」、『フォーラム2015 衛生薬学・環境トキシコロジー』、神戸

（神戸学院大学ポートアイランドキャンパスB号館）、2015年9月17～18日 
470. 小野田淳人、武田健、梅澤雅和「ナノ粒子の胎仔期曝露が脳血管周囲細胞に及ぼす影響とアスコルビン酸の前
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投与による効果の検証」、『フォーラム2015 衛生薬学・環境トキシコロジー』、神戸（神戸学院大学ポート

アイランドキャンパスB号館）、2015年9月17～18日 
471. 中村仁幸、堀寛、El-Ghoneimy AA、小野田淳人、新海雄介、Shaheen HME、武田健、梅澤雅和「ナノ粒子曝露

がn-3系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスの肝臓に及ぼす影響」、『フォーラム2015 衛生薬学・環境

トキシコロジー』、神戸（神戸学院大学ポートアイランドキャンパスB号館）、2015年9月17～18日 
472. 梅澤雅和、小野田淳人、Shaheen Hazem ME、新海雄介、武田健「ディーゼル排ガス曝露が呼吸器のセラミド代

謝と遺伝子発現に及ぼす影響」、『第56回大気環境学会年会』、東京（早稲田大学西早稲田キャンパス）、2015
年9月15～17日 

473. 張霊逸，宗才，市原佐保子，内藤久雄，豊國伸哉，熊谷信二，市原学、グルタチオンS -トランスフェラーゼ肝

臓内分布はジクロロプロパンによる胆管癌誘導の種差を説明しない、フォーラム2015：衛生薬学・環境トキシ

コロジー、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスＢ号館、神戸市、兵庫県、2015年9月 
474. 宗才，エドウィンガーナー，黄晋彦，張霊逸，張堯，豊國伸哉，櫻井 敏博，市原佐保子，市原学、P450を阻

害して肝臓毒性を減弱させることでマウス神経毒性モデルを確立する、フォーラム2015：衛生薬学・環境トキ

シコロジー、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスＢ号館、神戸市、兵庫県、2015年9月 
475. ヴラニック サンドラ，市原佐保子，呉文亭，渡邊英里，櫻井敏博，ボランドソニア，トランラング，市原学、

シリカナノ粒子の表面修飾はマウス肺炎症反応に影響を与える、フォーラム2015：衛生薬学・環境トキシコロ

ジー、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスＢ号館、神戸市、兵庫県、2015年9月 
476. 中西加奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊.ナノシリカ粒子を曝露した樹状細胞における炎症惹起機構の解明.

第59回日本薬学会関東支部大会（日本大学薬学部）. 2015年9月12日 
477. 久保允人、アレルギーにおける白血球・リンパ球の役割、鹿児島呼吸器セミナー、鹿児島大学 鹿児島、2015

年9月15日 
478. Kubo M, Frontiers of Immunology and Neurobiology—, Host defense mechanisms against Influenza virus infection. 

International Symposium of Center for Animal Disease Model (CADMIS) 2015, Tokyo Gakushi Kaikan, July 21. 2015  
479. 久保允人、転写因子E4BP4と自然リンパ球によるアレルギー性気道炎症の制御、第80回日本インターフェロン・

サイトカイン学会学術集会、東京工業大学、2015年7月17日 
480. Umezawa M, Suyama F, Tachibana K, Onoda A, Kubota N, Yanagita S, Takeda K. Detection of inorganic nanoparticles 

and their potential targets in the brain of mice. 9th World Congress of International Brain Research Organization (IBRO 
2015). SulAmerica Convention Center, Rio de Janeiro, Brazil. 2015年7月7日 ～7月11日  

481. Kubota N, Yanagita S, Takeda K. The effect of group housing on endividual voluntary exercise in laboratory rats. 9th 
World Congress of International Brain Research Organization (IBRO 2015). SulAmerica Convention Center, Rio de 
Janeiro, Brazil. 2015年7月7日 ～7月11日  

482. 久保允人、特別講演「皮膚の恒常と炎症の制御」、第22回四国四大学皮膚科研究会、ザ クラウンパレス新阪

急高知、2015年7月11日 
483. 久保允人、インフルエンザ感染における気道炎症制御と抗体産生制御について、徳島大学医学部ヘルスバイオ

サイエンス研究部免疫学セミナー、徳島、2015年7月10日 
484. 梅澤雅和、小野田淳人、川副翔太郎、立花研、武田健、ナノ粒子曝露が脳の発達に及ぼす影響―鋭敏なマーカ

ーと毒性学的意義、第42回日本毒性学会学術年会、シンポジウム「環境化学物質が発達と成熟に及ぼす影響」、

ホテル日航金沢、金沢、2015年6月29日 ～7月1日  
485. 小野田淳人、菅又昌雄、井原智美、武田健、梅澤雅和、ナノ粒子の胎児期曝露は若齢マウスの脳に老齢個体と

類似の慢性所見を誘導する、第42回日本毒性学会学術年会、石川県立音楽堂、金沢、2015年6月29日 ～7月1日 
486. Zong C , Garner E, Huang C, Zhang L, Zhang X, Toyokuni S , Ichihara S, Ichihara G、Establishment of mouse model for 

neurotoxicity of 1-bromopropane, an alternative to ozone-depleting solvents、19th International Conference on 
Cytochrome P450、国立オリンピック記念青少年総合センター国際交流棟、渋谷区、東京都、2015年6月 

487. Ichihara S, Suzuki Y, Tada-Oikawa S, Izuoka K, Zong C, Ichihara G、Single-wall or double-wall carbon nanotubes 
induce atherosclerosis progression in animal and culture models of atherosclerosis、ASIATOX2015、ICC JEJU, Jeju 
Island, Korea、2015年6月 

488. SandraVRANIC、市原佐保子、呉文亭、渡邊英里、櫻井敏博、SonjaBOLAND、Lang TRAN、市原学、シリカナ

ノ粒子の表面修飾はマウス肺炎症反応に影響を与える、第42回日本毒性学会学術年会、石川県立音楽堂他、金

沢市、石川県、2015年6月 
489. 宗 才,Edwin GARNER, 黄 晋彦, 張霊逸, 張堯, 櫻井敏博, 豊國伸哉,市原佐保子, 市原学、１-ブロモプロパン神

経毒性のマウスモデルの確立、第42回日本毒性学会学術年会、石川県立音楽堂他、金沢市、石川県、2015年6
月LingyiZHANG, CaiZONG, 市原佐保子, 内藤久雄, 豊國伸哉, 熊谷信二, 市原学、グルタチオンＳ－トランス

フェラーゼの肝臓内における分布は、1，2－ジクロロプロパン曝露による胆管癌誘導作用におけるヒトとげっ

歯類の違いを説明できない、第42回日本毒性学会学術年会、石川県立音楽堂他、金沢市、石川県、2015年6月
490. 宗才、黄晋彦、エドウィンガーナ―、張霊逸、張堯、櫻井敏博、加藤昌志、市原佐保子、市原学、1-ブロモプ

ロパン神経毒性のマウスモデルの確立、第88回日本産業衛生学会、グランフロント大阪、大阪市、大阪府、2015
年5月 

491. Tsukimoto M, Kitani A, Ohshima Y, Homma T, Suzuki A, Maeda M, Usami N, Kobayashi K & Kojima S. Biphasic ATP 
release through two different pathways after X-ray microbeam irradiation. 第12回マイクロビーム放射線応答国際ワ
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ークショップ（IWM2015, 福井）2015年5月30日～6月1日.  

492. 久保幸子、海部智則、高橋陽子、小川修平、安部良、岩倉洋一郎、東京理科大学生命医科学研究所ヒト疾患モ

デル研究センターの紹介、第26回 日本実験動物学会総会、京都テルサ、2015年5月28日〜30日 
493. 久保允人、シンポジウム3 『気道炎症の病態と自然免疫』転写因子E4BP4 と自然リンパ球によるアレルギー性

気道炎症の制御、第64回日本アレルギー学会学術大会、グランドプリンスホテル新高輪、国際館パミール、東

京、2015年5月26日 
494. 久保允人、シンポジウム19「免疫・アレルギー疾患の治療のための マスト細胞・好塩基球における新規分子

標的」マスト細胞・好塩基球欠損マウスシステムの構築とサイトカイン産生能、第64回日本アレルギー学会学

術大会、グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール、東京、2015年5月28日  
495. Tsukimoto M, Nishino K, Tanamachi K, Nishimaki N & Kojima S. A role of P2 receptors in radiation-induced DNA 

damage response. The 15th International Congress of Radiation Research (ICRR 2015, Kyoto), 2015年5月 25日～5月29
日 

496. Ohtsuka S, Ogawa S, Abe R. MEK/ERK signaling pathway has differential effects on effector T cell clonal expansion 
depended on the strength of antigenic stimulation. 25th Kyoto T Cell Conference, May 15-16, 2015 

497. Wakamatsu E, Omori H, Akieda Y, Ogawa S, Abe R. Role of CD28 co-stimulation in the homeostasis of peripherally 
derived regulatory T cells. 25th Kyoto T Cell Conference, May 15-16, 2015 

498. 久保允人、特別講演「アレルギー性気道炎症における自然免疫細胞」、SCIENCE in Shinagawa、 ガーデンシテ

ィ品川 東京、2015年4月18日 
499. Sahoko Ichihara, Yuka Suzuki, Saeko Tada-Oikawa, Kiyora Izuoka, Cai Zong, Gaku Ichihara、Single-wall or double-wall 

carbon nanotubes induce atherosclerosis progression in animal and culture models of atherosclerosis、SENN2015 
Congress、Helsinki, Finland、2015年4月 

500. 中村仁幸、El-Ghoneimy Ashraf A、新海雄介、Shaheen Hazem ME、小野田淳人、武田健、梅澤雅和、N-3系多価

不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスに対するディーゼル排ガス曝露の影響、日本薬学会第135年会、神戸、

2015年3月26日 ～3月28日 
501. 福田紗希、田畑真佐子、萩原伸、吉川洋一郎、二木力夫、武田健、梅澤雅和、銀ナノ粒子経口曝露による高脂

肪食摂取マウス肝臓への影響、日本薬学会第135年会、神戸、2015年3月26日 ～3月28日 
502. 梅澤雅和、El-Sayed Yasser S、小野田淳人、清水隆平、武田健、妊娠中期及び後期におけるカーボンブラック

ナノ粒子の経気道曝露が次世代免疫系に及ぼす影響、日本薬学会第135年会、神戸、2015年3月26日 ～3月28日
503. 小野田淳人、Shaheen Hazem ME、中村仁幸、新海雄介、El-Ghoneimy Ashraf A、武田健、梅澤雅和、ディーゼ

ル排ガスの低用量曝露が呼吸器系の酸化ストレス応答とセラミド代謝に及ぼす影響、日本薬学会第135年会、

神戸、2015年3月26日 ～3月28日 
504. Sugamata M, Ihara T, Umezawa M, Takeda K. Maternal exposure to diesel exhaust nanoparticles enhances the risk of 

Alzheimer’s disease by promote beta-amyloid fibrillation in offspring. 12th International Conference on Alzheimer's and 
Parkinson's Diseases. 12th International Conference on Alzheimer's and Parkinson's Diseases. Nice, France. 2015年3月
18日 ～3月22日 

505. 日本薬学会第135年会、河野鮎美、早川昭光、小島周二、月本光俊、坂本光「ATPシグナリングに着目したUVA
誘導性酸化ストレス発現機構の解明」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  

506. 日本薬学会第135年会、田中晴菜、河野鮎美、小島周二、月本光俊、坂本光「UVA誘導性ケラチノサイト分化

異常へのATPシグナリングの関与」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  
507. 日本薬学会第135年会、小島周二、根岸祐介、月本光俊、竹之内敬人、木谷裕、武田健「シリカナノ粒子曝露

肝クッファー細胞でのATPシグナリングを介したIL-1β産生」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  
508. 日本薬学会第135年会、中西加奈、月本光俊、田沼靖一、小島周二「シリカナノ粒子曝露樹状細胞でのATPシグ

ナリングを介したIL-1βおよびIL-18産生」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  
509. 日本薬学会第135年会、佐々木理恵、高井英里奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊「γ線照射後のがん細胞運動

能亢進におけるTRPV1チャネルの関与」兵庫、2015年3月25日 ～ 3月28日  
510. Natsuko Kubota, Yurika Takano, Masakazu Umezawa, Shinya Yanagita, Ken Takeda. Music facilitates brain 

development? - Research report: Effect of music during pregnancy on maternal behavior composed of interaction 
between mother and pups in rats -. The 33rd Meeting of Japanese Society of Health Education of Children (Spring Noda 
Meeting). Noda, Chiba, Japan. 2015年2月28日 

511. 鈴木悠加、市原 学、及川(多田)佐枝子、村上理彦、出岡 淑、市原佐保子、単球の血管内皮細胞への接着能

に及ぼす酸化チタンナノ粒子の影響、第14回分子予防環境医学研究会、大阪市立大学医学部 大阪市、2015年
2月 

512. HARADA Yohsuke, TOKOYODA Koji, HANAZAWA Asami, KUBO Masato, The 43rd Annual Meeting of The 
Japanese Society for Immunology, Notch signaling promotes Tfh memory cell generation by facilitating migration into 
survival niche, Kyoto, Kyoto International Conference Center, 2014年12月10日～ 12月12日 

513. HARADA Yasuyo, TAKEMORI Toshitada, KUBO Masato, The 43rd Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, TH2 derived IgE antibody response in germinal center-dependent and independent ways. Kyoto, Kyoto 
International Conference Center, 2014年12月 10日 ～ 12月12日 

514. OMI Ai, MOTOMURA Yasutaka, KUBO Masato, The 43rd Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology, 
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E4BP4 (NFIL-3) affects the expression level of IFN-γ in Lin-CD127+NKp46- Innate lymphoid cells. Kyoto, Kyoto 
International Conference Center, 2014年12月10日 ～ 12月12日 

515. MIYAUCHI Kosuke, SUGIMOTO-ISHIGE Akiko, TAKAHASHI Yoshimasa, HASEGAWA Hideki, TAKEMORI 
Toshitada, KUBO Masato. Influenza A virus (IAV) vaccination effectively induces germinal center Independent 
protective immunity Kyoto, Kyoto International Conference Center, 2014年12月 10日 ～ 12月12日 

516. （＊２６）吉川洋一郎、入江美代子、萩原伸、福田紗希、武田健、梅澤雅和、胎児期及び思春期の銀ナノ粒子

投与によるマウス雄性生殖器への影響、第17回環境ホルモン学会研究発表会、東京、2014年12月9日 ～12月10
日  

517. 梅澤雅和、武田健、トキシコロジーからナノ規制ガバナンスへの提言‐予防原則の最適化、第27回日本リスク

研究学会年次大会、企画セッションA-2「規制ガバナンスの核心―根拠に基づく意思決定プロセスの事例と潮

流」、京都、2014年11月28日 ～11月29日 
518. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Ken Takeda. Individual wheel running activity of 

laboratory rats using a radio frequency identification technology. Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting. 
Washington DC (USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

519. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Takayuki Ishiwata, Ken Takeda. Monoamine 
precursor injections influence individual difference of spontaneous physical activity in rats. Society for Neuroscience, 
44th Annual Meeting. Washington DC (USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

520. Yurika Takano, Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of prenatal music on the 
emotional behavior and neuronal activity in offspring. Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting. Washington DC 
(USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

521. Umezawa M, Onoda A, Shimizu R, Okamoto S, Yoshida A, Takeda K. Effect of maternal exposure to carbon black 
nanoparticle on the thymus and spleen of neonatal mouse. PPTOXIV – the 4th International Conference on Fetal 
Programming and Developmental Toxicity, Endocrine Society. Boston. 2014年10月28日 ～10月31日 

522. （＊２１）Kawazoe S, Tachibana K, Takeda K, Umezawa M. Effects of prenatal exposure to titanium dioxide 
nanoparticle on DNA methylation and gene expression profile in the brain of mouse. PPTOXIV – the 4th International 
Conference on Fetal Programming and Developmental Toxicity, Endocrine Society. Boston. 2014年10月28日 ～10月31
日 

523. KUBO Masato, France-Japan Immunology meeting, Role of T follicular helper cells in influenza virus protection. 
October 22 and 23, 2014 Cassis, France 

524. KUBO Masato, DRFG IMMUNOLOGY SEMINAR, Influenza virus vaccination effectively induces the protective 
antibody response independent on germinal centers. Sep.12, 2014 Berlin, German 

525. KUBO Masato, The 2st. International Immunological Memory and Vaccine Forum , Notch regulates reciprocal 
expression of CCR7 versus CXCR5 to control central memory T cell generation. Aug. 24-25, 2014 La Jolla, San Diego, 
CA USA 

526. 梅澤雅和、立花研、岡本沙紀、武田健、幼児期マウスの脾臓mRNAならびにmiRNA発現プロファイルに認めら

れる性差の機能的特徴、第87回日本生化学会大会、京都、2014年10月15日 ～10月18日 
527. 小番美鈴、立花研、川副翔太郎、上田剛司、新海雄介、梅澤雅和、武田健、二酸化チタンナノ粒子の胎仔期曝

露により神経幹細胞に生じる遺伝子発現変動、フォーラム2014 衛生薬学・環境トキシコロジー、つくば、2014
年9月19日 ～9月20日 

528. 中村仁幸、堀寛、田畑真佐子、久保田夏子、武田健、梅澤雅和、カーボンブラックナノ粒子曝露がN-3系多価

不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスに及ぼす影響、フォーラム2014 衛生薬学・環境トキシコロジー、つく

ば、2014年9月19日 ～9月20日 
529. 柳田信也，久保田夏子，高野由莉香，松澤智美，石渡貴之，武田健、日常的な運動量の個体差がモノアミン神

経系を介した運動の抗うつ効果に及ぼす影響、第68回日本体力医学会大会、長崎、2014年9月19日 ～9月21日 
530. 高野由莉香，柳田信也，久保田夏子，松澤智美，武田健、妊娠期の音楽環境が母親および産仔の行動に及ぼす

影響、第37回日本神経科学会大会、神奈川、2014年9月11日 ～9月13日 
531. （＊２９）吉田英美果、小野田淳人、吉川洋一郎、武田健、梅澤雅和、妊娠期カーボンブラックナノ粒子曝露

による母体の肺と出生仔脾臓への影響、第21回日本免疫毒性学会学術年会、徳島、2014年9月11日 ～9月12日 
532. 梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌雄、ディーゼル排ガス微粒子及びナノ材料の次世代健康影響、日本学術

会議トキシコロジー分科会シンポジウム「PM2.5とナノ粒子 ―微小粒子の健康影響とその対策を考える―」、

2014年9月6日 
533. 市原学、呉文亭、Radwa Sehsah、Esteban C Gabazza、伊東健、山本雅之、市原佐保子、工業ナノマテリアルの

生態影響機序解明のための動物モデル、日本薬学会環境・衛生部会学術年会 フォーラム2014：衛生薬学・環

境トキシコロジー、つくば国際会議場 つくば市、2014年9月  
534. Sandra Vranic, Sahoko Ichihara, Yasuhito Shimada, Toshio Tanaka, Wenting Wu, Sonja Boland, Lang Tran and Gaku 

Ichihara、Biodistribution and effects of SiO2 NPs in mice and in a transgenic model of Zebra fish (Danio rerio)、
IUMRS-ICA2014、福岡大学 福岡市、2014年8月 

535. 市原学、Animal models for mechanistic studies on biological effects of manufactured nanomaterials、The Third 
Workshop on the Risk Management of Engineered Nanomaterials、NIMS 並木地区MANA棟大会議室、2014年8月 
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536. Radwa Sehsah, Wenting Wu, Sahoko Ichihara, Naozumi Hashimoto, Yoshinori Hasegawa, Ken Ito, Masayuki 

Yamamoto, Emily Kamel, Gaku Ichihara、Involvement of Nrf-2 in zinc oxide nanoparticles-induced pulmonary 
inflammation、第41回日本毒性学会学術年会、2014年7月 

537. Wenting Wu, Gaku Ichihara, Naozumi Hashimoto, Yoshinori Hasegawa, Yasuhiko Hayashi, Masashi Kato, Saeko 
Tada-Oikawa, Yuka Suzuki, Jie Chang1, Corina N. D'Alessandro-Gabazza, Esteban C. Gabazza, Sahoko Ichihara、
Synergistic effect of exposure to zinc oxide nanoparticle on inflammatory response to bleomycin-induced pulmonary 
fibrosis in mice、第41回日本毒性学会学術年会、神戸コンベンションセンター 神戸市、2014年7月 

538. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Wheel running of rats 
using radio frequency identification technology. 9th Federation of European Neuroscience Society Forum of 
Neuroscience. Milan(Italy). 2014年7月5日 ～7月9日 

539. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of serotonin precursor 
injections on daily spontaneous activity in physically active rats. 9th Federation of European Neuroscience Society 
Forum of Neuroscience. Milan(Italy). 2014年7月5日 ～7月9日  

540. 須山史也、谷口烈、吉川洋一郎、立花研、武田健、梅澤雅和、高脂肪食を摂取したマウスの血清中ナノコロイ

ドの解析、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 
541. 中村仁幸、堀寛、二木力夫、武田健、梅澤雅和、n-3系多価不飽和脂肪酸欠乏食を摂取したマウスに対するナノ

粒子曝露の影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 
542. 梅澤雅和、菅又昌雄、武田健、微小粒子の次世代影響とヒト健康影響評価への課題、第41回日本毒性学会学術

年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 
543. 梅澤雅和、横田理、森家望、岩田麻里、押尾茂、武田健、胎仔期ディーゼル排ガス曝露が次世代マウスの行動

及び神経伝達物質に及ぼす影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日 
544. （＊５）小野田淳人、梅澤雅和、井原智美、菅又昌雄、武田健、ナノ粒子の胎仔期曝露が出生仔の脳血管周辺

細胞へ及ぼす影響、第41回日本毒性学会学術年会、神戸、2014年7月2日 ～7月4日  
545. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Housing conditions influence the 

positive effects of spontaneous running on brain monoamine levels in rats. 19th Annual Congress of the European 
College of Sport Science. Amsterdam (Netherlands) .2014年7月2日 ～7月5日  

546. 久保允人, 第79回サイトカイン・インターフェロン学会 シンポジウム(1) アレルギー・喘息とサイトカイン

シグナル 好塩基球とナチュラルヘルパー細胞によるアレルギー性気道炎症の制御 2014年6月19－20日 北

大医学部講堂 札幌 
547. KUBO Masato, Tsinghua University IMMUNOLOGY SEMINAR, Cytokine regulation of antibody responses in 

influenza virus infection. May 12, 2014, Beijing 
548. KUBO Masato, Shanghai Immuno-Derm Forum 2014, Understanding a role of cytokine signaling in homeostatic skin 

regulation. May 10, 2014, Shanghai 
549. 李英姫、清水孝子、平田幸代、稲垣弘文、新海雄介、梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌雄、吾妻安良太、

山本雅之、川田智之、ディーゼル排ガス曝露のマウスブレオマイシン肺障害病態への影響 - Nrf2の役割、日本

医科大学・東京理科大学 第１回合同シンポジウム、東京、2014年5月31日 
550. 菅又昌雄、井原智美、菅又美穂、武田健、梅澤雅和、ディーゼル排ガス妊娠期曝露の次世代中枢神経系への影

響－臨床病理学的解析、日本医科大学・東京理科大学 第１回合同シンポジウム、東京、2014年5月31日 
551. 及川（多田）佐枝子、市原学、鈴木悠加、出岡淑、三島隆、市原佐保子、酸化亜鉛ナノ粒子の血管内皮前駆細

胞に対する影響、第84日本衛生学会、岡山コンベンションセンター 岡山市、2014年5月 
552. 鈴木悠加、市原学、宗才、及川（多田）佐枝子、出岡淑、市原佐保子、単層、二層カーボンナノチューブによ

る動脈硬化症への影響とその作用機序の検討、第84日本衛生学会、岡山コンベンションセンター 岡山市、2014
年5月 

553. ブラニッチ サンドラ、市原 佐保子、島田康人、田中利男、呉文亭、ボーランド ソニア、トラン ラン、

市原学、マウスと遺伝子改変ゼブラフィッシュにおけるシリカナノ粒子の生態分布と影響、第84日本衛生学会、

岡山コンベンションセンター 岡山市、2014年5月 
554. セサ ラドワ、呉文亭、市原 佐保子、橋本直純、長谷川好規、伊東健、山本雅之、カメル エミリ、市原学、

酸化亜鉛ナノ粒子が誘導する肺炎症におけるNrf2の関与、第84日本衛生学会、岡山コンベンションセンター 岡

山市、2014年5月 
555. 市原佐保子、李衛華、尾村誠一、藤谷雄二、平工雄介、久永直見、丁訓誠、小林隆弘、市原学、中国酸化チタ

ン粒子取扱工場労働者に対する心肺機能を中心とした調査研究、第87回日本産業衛生学会、2014年5月 
556. Sandra Vranic, Sahoko Ichihara, Yasuhito Shimada, Toshio Tanaka, Wenting Wu, Sonja Boland, LangTran, Gaku 

Ichihara、Biodistribution and effects of SiO2 NPs in mice and in a transgenic model of Zebra fish (Danio rerio)、
NANOTOX 2014, 7th International Nanotoxicology Congress、トルコ、アンタルヤ2014年4月 

557. El-Said YS, Umezawa M, Shimizu R, Onoda A, Takeda K.Carbon black nanoparticle exposure during middle and late 
fetal development induces immune activation in male offspring mice. The 7th International Conference on 
Nanotoxicology, Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

558. Umezawa M, Ishinabe T, Okamoto S, Shimizu R, Onoda A, Takeda K. Effects of prenatal exposure to carbon black and 
titanium dioxide nanoparticle on thymic and splenic phenotypes of neonatal mouse. The 7th International Conference on 
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Nanotoxicology, Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

559. （＊５）Onoda A, Umezawa M, Ihara T, Sugamata M, Takeda K. Effects of maternal exposure to carbon black and 
titanium dioxide nanoparticle on perivascular macrophages and surrounding astrocytes in the brain of offspring mouse. 
The 7th International Conference on Nanotoxicology, Nanotoxicology 2014. Antalya, Apr 23-26.2014 

560. （＊５）小野田淳人、梅澤雅和、武田健、井原智美、菅又昌雄、炭素ナノ粒子の胎仔期曝露が脳血管周囲マク

ロファージ及びアストロサイトに及ぼす影響、日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月27日～30日 
561. （＊７）立花研、高柳皓平、秋本純芽、上田剛司、新海雄介、梅澤雅和、武田健、ディーゼル排ガス胎仔期曝

露により脳に生じるDNAメチル化異常の解析、日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月27日～30日 
562. 伊香裕加、月本光俊、小島周二「神経膠芽腫に対するテモゾロミドの抗がん作用を増強する薬物の探索」日本

薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
563. 井上麻里奈、月本光俊、小島周二「抗うつ薬パロキセチンの肺がん細胞に対する抗がん作用の検討」日本薬学

会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日  
564. 村松 怜、月本光俊、小島周二「γ 線による表皮細胞からの IL-6 産生におけるプリン受容体の関与」日本薬

学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日  
565. 佐々木理恵、高井英里奈、月本光俊、小島周二「γ 線による肺がん細胞遊走能亢進への TRPV1 チャネルの関

与」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日  
566. 小島周二、井手俊太、月本光俊「古代貝化石による水中からの放射性セシウムの除去に関する基礎的研究」日

本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
567. 田中里美、月本光俊、Pablo PELEGRIN、原田 均、小島周二「セプシスモデルマウスへの P2X7 受容体阻害薬

の効果 」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
568. 宇都宮沙代、月本光俊、小島周二「経膠芽腫の γ 線細胞応答におけるプリン受容体および TRP チャネルの関

与」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
569. 飯野舞子、河野鮎美、江口由香、月本光俊、小島周二、坂本 光「ケラチノサイトでのATPによるオートファジ

ー及び分化の誘導」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
570. 門松玲澪、河野鮎美、小野 望有、月本光俊、小島周二、坂本 光「UVA 照射による IL-6 産生への P2Y13 受

容体の関与」日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月28日〜 3月30日 
571. 梅澤雅和、岡本沙紀、小野田淳人、清水隆平、小川修平、渡辺志帆、安部良、武田健、カーボンブラックナノ

粒子が次世代免疫系に及ぼす影響の投与時期による違い、日本薬学会第134年会、熊本、2014年3月27日～30日
572. 本村泰隆、森田英明、茂呂和世、中江進、遠藤高帆、黒木陽子、小原収、小安重夫、久保允人, 第23回東京免

疫ファーラム, システインプロテアーゼによって誘導される肺のアレルギー炎症における好塩基球由来のIL-4
の役割,東京大学医科学研究所, 2014年2月 24日 

573. KUBO Masato, The 1st. International Immunological Memory and Vaccine Forum , Role of Notch signal in the 
generation of follicular helper T cells (TFH) and memory T cell, Jan. 29, 2013 Tokyo 

574. 久保允人, 第6回ドライアイ・アレルギージョイントセミナー, 好塩基球とナチュラルヘルパー細胞によるアレ

ルギー性気道炎症の制御, 2014年1月24日, シャングリ・ラ ホテル東京 
575. Miyauchi K, Ishige A, Kaji T, Harada Y, Motomura Y, Takahashi Y, Takemori T, Kubo M. Distinct roles of TFH and 

TH1 cells in humoral responses against influenza A virus infection. 第42回日本免疫学会学術集会, 2013年12月11日
～13日 幕張 

576. 久保允人, 化血研KIKUCHIバイオセミナー, インフルエンザに対する抗体産生メカニズム, 2013年10月25日 

化血研 菊池研究所 熊本 
577. 久保允人, 産業医科大学 第一内科大学院特別講義, 濾胞型ヘルパーT細胞と抗体産生制御, 2013年9月25日,

産業医科大学 小倉 
578. （＊１４）梅澤雅和、堀寛、武田健、妊娠前の脂質過剰摂取により次世代に生じる肝臓遺伝子発現変動の機能

的特徴、第17回日本病態栄養学会年次学術集会、大阪、2014年1月11～12日 
579. 入江美代子、横山政昭、入江克、武田健、二酸化チタンナノ粒子の捕食連鎖の影響ーウマノスズクサとジャコ

ウアゲハ幼虫、環境ホルモン学会第16回研究発表会、東京、2013年12月12～13日 
580. Kubota N, Takano Y, Yanagita S, Matsuzawa T, Takeda K. The effects of prenatal music on maternal behavior and 

offspring behavior. Society for Neuroscience, 43th Annual Meeting. San-Diego (USA), Nov8-13,2013. 
581. Yanagita S, Kubota N, Ochiai H, Takano Y, Takeda K. Daily spontaneous exercise volume affects brain dopamine and 

serotonin levels in rats 43th Annual Meeting. San-Diego (USA), Nov8-13,2013. 
582. Umezawa M, Shimizu M, Tainaka H, Takeda K. Maternal exposure to titanium dioxide nanoparticle affects gene 

expression in the brain development 6th International Symposium on Nanotechnology, Occupational and Environmental 
Health (NanOEH) (Nagoya, Japan), October29-31,2013 

583. Okamoto S, Umezawa M, Shimizu R, Onoda A, Uchiyama M, Watanabe S, Ogawa S, Abe R, Takeda K.     Effect of 
treatment of pregnant mice with carbon black nanoparticle on the neonatal immune system. 6th International Symposium 
on Nanotechnology, Occupational and Environmental Health (NanOEH) (Nagoya, Japan), October29-31,2013 

584. （＊５）Onoda A, Umezawa M, Takeda K, Ihara T, Sugamata M. Maternal exposure to carbon black nanoparticle affects 
perivascular cells in the brain of offspring. 6th International Symposium on Nanotechnology, Occupational and 
Environmental Health (NanOEH) (Nagoya, Japan), October29-31,2013 
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585. （＊４）Tachibana K, Kojima T, Kuroiwa N, Yuasa T, Umezawa M, Takeda K. Effect of prenatal exposure to titanium 

dioxide nanoparticle on miRNA expression in mouse embryo 6th International Symposium on Nanotechnology, 
Occupational and Environmental Health (NanOEH), Session “Health effects and toxicity - in vivo” (Nagoya, Japan), 
October29-31,2013 

586. 梅澤雅和、ナノ材料の次世代健康影響－疾病予防を目指した研究と取り組み、知の市場、ナノ材料総合管理、

東京、2013年10月24日 
587. Sugamata M, Ihara T, Sugamata M, Ying Ji Li, Yamamoto M, Takeda K, Nrf2 Lowers Risk for Neurodegenerative 

Diseases Caused by Oxidative Stresses Induced by Disel Exhaust. American Neurological Association. New Orleans, 
October13-15,2013 

588. 梅澤雅和、ディーゼル排ガス・大気中の微小な粒子と子どもの健康、大気汚染測定運動東京連絡会 第72回報

告集会、東京、2013年10月5日 
589. 柳田信也，久保田夏子，高野由莉香，松澤智美，鈴木航太，石渡貴之，武田健、ワークショップ「神経活動と

運動」 ラットにおける移動運動量の個体差と脳内モノアミンレベルの関係性、第64回日本体力医学会大会、

東京、2013年9月21～23日 
590. 梅澤雅和、鈴木智晴、押尾茂、武田健：ディーゼル排ガスの妊娠期曝露が次世代マウスの自発運動量及びドー

パミン系神経伝達に及ぼす影響、第54回大気環境学会年会、新潟、2013年9月 
591. 梅澤雅和、関田啓佑、武田健、井原智美、菅又昌雄：空気清浄機から放出されるイオンによるマウス肝臓の代

謝物蓄積、第54回大気環境学会年会、新潟、2013年9月 
592. 井原智美、菅又昌雄、梅澤雅和、武田健：イオン放出型空気清浄機より放出されるイオンの生体影響 —妊娠

期曝露による母体および次世代リンパ系組織への影響—、第54回大気環境学会年会、新潟、2013年9月 
593. （＊２３）梅澤雅和：網羅的遺伝子発現データの機能的解析によるカーボンブラックナノ粒子の次世代免疫系

への影響評価、フォーラム2013衛生薬学・環境トキシコロジー、福岡、2013年9月 
594. 梅澤雅和、岡本沙紀、清水隆平、武田健：カーボンブラックナノ粒子の妊娠期曝露が次世代リンパ組織に及ぼ

す影響、フォーラム2013衛生薬学・環境トキシコロジー、福岡、2013年9月 
595. （＊７）上田剛司、立花研、高柳皓平、秋本純芽、新海雄介、武田健：ディーゼル排ガス胎仔期曝露によるDNA

メチル化状態の網羅的解析、フォーラム2013衛生薬学・環境トキシコロジー、福岡、2013年9月 
596. （＊８）曽我勇介、新海雄介、荒舩亮、入江美代子、武田健、妊娠マウスへの銀ナノ粒子経口投与が産仔精子

形態に及ぼす影響、フォーラム2013衛生薬学・環境トキシコロジー、福岡、2013年9月13日～14日 
597. （＊１８）Umezawa M, Shimizu M, Tainaka H, Takeda K. Estimation of brain regions targeted by nanoparticle based on 
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743. 鈴木亮介, 大山貴央, 真辺友香, 清水優香, 阿部英明, 吉森篤史, 佐藤 聡, 田沼靖一、新規poly(ADP-ribose) 
glycohydrolase (PARG)阻害剤の探索、BMB2015（第38回日本分子生物学会年会、第88回日本生化学会大会合同

大会）、神戸（神戸ポートアイランド）, 兵庫、2015年12月1～4日 
744. 田沼靖一, 鈴木亮介, 大山貴央, 佐藤 聡, 吉森篤史, 阿部英明、ポリ(ADP-ribose) glycohydrolaseを標的とした新

規制がん剤の創製、BMB2015（第38回日本分子生物学会年会、第88回日本生化学会大会合同大会）、神戸（神

戸ポートアイランド）, 兵庫、2015年12月1～4日 
745. 荻野暢子, 葛城粛貴, 柴崎由梨, 吉森篤史, 大山貴央, 阿部英明, 佐藤 聡, 田沼靖一、Nicotinamide 

phosphoribosyltransferaseを標的とする新規制がん剤の創製、BMB2015（第38回日本分子生物学会年会、第88回
日本生化学会大会合同大会）、神戸（神戸ポートアイランド）, 兵庫、2015年12月1～4日 

746. 佐藤 聡, 荻野暢子, 柴崎由梨, 葛城粛貴, 吉森篤史, 大山貴央, 阿部英明, 田沼靖一、Nicotinamide 
phosphoribosyltransferaseを標的とした新規抗腫瘍薬開発のための基礎的研究、BMB2015（第38回日本分子生物

学会年会、第88回日本生化学会大会合同大会）、神戸（神戸ポートアイランド）, 兵庫、2015年12月1～4日 
747. 広田瑞季, 大西優香里, 鈴木信世, 松井布美, 石井杏奈, 西岡佐和子, 河原栞, 小茂田昌代：乳がんレジメンの比

較に視点を置いた説明文書作成システムの開発. 第25回日本医療薬学会年会：2015年11月21日、横浜 
748. 高橋あずさ, 荒井里実, 坂田将貴, 齋藤舞, 大西優香里, 広田瑞季, 松井布美, 西岡佐和子, 石井杏奈, 小茂田昌

代:患者安全を目指したプロトコールに基づく薬物治療管理～添付文書を活用した適正使用プロトコール作成
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学術集会誌プログラム抄録集p.308 
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らの相談、医師からの問い合わせ事例調査. 第48回日本薬剤師会学術大会：2015年11月22～23日、鹿児島 
750. 菊池美沙,田中優太,島田洋輔,後藤了,小茂田昌代: 類似医薬品探索のための医薬品添付文書における形態

素解析の適用. 第38回ケモインフォマティクス討論会 (旧情報化学討論会):2015年10月8日、東京 
751. 石見佳子、健康食品素材の有効性評価及び健康影響評価, 第６２回日本栄養改善学会, 学会賞受賞講演, 福岡、

2015年9月24～25日 
752. 稲田将大、片山鈴花、中根裕美、田村 渓、松村 将史、高澤涼子、原泰志、安部良、吉森篤史、四ノ宮成祥、

田沼靖一、秋本 和憲、ヒト乳癌ALDHhigh 細胞 に対するMET 阻害剤の効果、第59回日本薬学会関東支部大

会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
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秋本和憲、ヒト乳癌におけるAtypical protein kinase C(aPKC)・/・と糖代謝機構との関連、第59回日本薬学会関

東支部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
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754. 片山鈴花、中根裕美、稲田将大、小野寺佑佳、神保美穂、原泰志、安部良、田沼靖一、川上隆雄、秋本和憲、

リン酸化プロテオミクスを用いた乳癌ALDH1high 細胞におけるAtypical Protein Kinase C(aPKC)の機能解析、第

59回日本薬学会関東支部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
755. 野崎優香、稲田将大、片山鈴花、中根裕美、二俣沙央里、小野寺佑佳、原泰志、安部良、田沼靖一、秋本和憲、

Atypical protein kinase C(aPKC)依存的な乳癌ALDHhigh 細胞の生存メカニズムの解析、第59回日本薬学会関東支

部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
756. 二宮 有希、田沼 靖一、月本 光俊、全身性炎症反応に対するP2 受容体阻害薬の効果の検討、第59回日本薬学
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森篤史、田沼靖一、高澤涼子 、秋本和憲、乳癌細胞株から単離したALDHhigh 細胞に対する新規Glyoxalase I 
(GLO I )阻害剤TLSC702 の増殖抑制効果、第59回日本薬学会関東支部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 

759. 久保木貴広、田沼靖一、月本光俊、骨髄由来肥満細胞におけるP2X7 受容体を介した炎症性サイトカイン産生、

第59回日本薬学会関東支部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
760. 中西加奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊、ナノシリカ粒子を曝露した樹状細胞における炎症惹起機構の解明、

第59回日本薬学会関東支部大会、千葉県船橋市、2015年9月12日 
761. 中村修也, 小茂田昌代, 藤森進, 赤倉貴子: 講義形式の違いが学生満足度に及ぼす影響とその要因に関する調

査・分析, 電子情報通信学会技術研究報告 = IEICE technical report : 信学技報, 東京, 電子情報通信学会, 7-12, 
115(223):2015年9月12日、岡山 

762. 梁瀬 加寿子, 赤木 圭太,吉増 孝嗣, 白石 有美, 金谷 有紗, 茂木 嶺志, 廣田 孝司, 高橋 健造, 石井 則久, 小
茂田 昌代,：日本におけるアタマジラミ症治療薬整備に向けた探索的研究. 総合研究院トランスレーショナル

リサーチセンター第2回シンポジウム/研究交流会： 2015年8月29日、東京 
763. 越野万智, 赤木圭太, 吉増孝嗣, 阿久津駿太, 山田瑞稀, 頓宮美樹, 牧上久仁子, 廣田孝司, 小茂田昌代： 疥癬

新規治療法イベルメクチン全身浴法に関する臨床試験（中間報告）. 総合研究院トランスレーショナルリサー

チセンター第2回シンポジウム/研究交流会： 2015年8月29日、東京                    

梁瀬加寿子, 赤木圭太,吉増孝嗣, 白石有美, 金谷有紗, 茂木嶺志, 廣田孝司, 高橋健造, 石井則久, 小茂田昌

代,：日本におけるアタマジラミ症治療薬整備に向けた探索的研究. 第6回日本アプライド・セラピューティク

ス学会学術大会： 2015年8月23日、東京 
764. 越野 万智, 赤木 圭太, 吉増 孝嗣, 阿久津 駿太, 山田 瑞稀, 頓宮 美樹, 牧上 久仁子, 廣田 孝司, 小茂田 昌

代： 疥癬新規治療法イベルメクチン全身浴法に関する臨床試験（中間報告）. 第6回 日本アプライド・セラ

ピューティクス学会学術大会： 2015年8月23日、東京 
765. 鈴木信世、大西優香里、広田瑞季、松井布美、石井杏奈、河原栞、西岡佐和子、小茂田昌代： 薬剤師の処方

提案を支援する診療ガイドライン活用システムの開発. 日本病院薬剤師会関東ブロック 第45回学術大会： 
2015年8月2日、つくば（茨城） 

766. 石見佳子、大豆イソフラボンとキウイフルーツが閉経後女性の骨代謝に及ぼす影響,第３３回日本骨代謝学会学

術集会, 2015年7月23-25日、東京 
767. 嶋田奈実、高澤涼子、田沼靖一、Warburg 効果を標的としたGlyoxalase I 阻害剤を用いたがん併用化学療法の

基礎的研究、第３回がんと代謝研究会、金沢、2015年7月16日～17日 
768. 吉増孝嗣,小茂田昌代： 文献検索サイトを用いた臨床研究に関する調査-薬剤師の参画への課題. 第1回日本医薬

品安全性学会学術大会： 2015年7月4日、福山（広島） 
769. 小茂田昌代： 重篤副作用早期回避のシミュレーションPBL～在宅・病棟のリアル症例で学ぶ～. 第1回日本医

薬品安全性学会学術大会： 2015年7月4～5日、福山（広島） 
770. 小茂田昌代： 副作用マネジメントで薬剤師の専門性を発揮～乳がん外来の場合～. 第1回日本医薬品安全性学

会学術大会： 2015年7月4～5日、福山（広島） 
771. Tousen Y、Katsumata S、Kasonga A、Deepak V、Coetzee M、Ishimi Y. Selective effects of soy phytoestrogens and 

New Zealand functional foods on bone health. Kruger MC、12th Asian Conference of Nutrition 2015, Symposium, 
Osteoporosis and Lifestyle: Yokohama, 2015.5.14-18 

772. Tousen Y、Kato M、Nishide Y、Ueno T、Uchiyama S、Ishimi Y. Soy isoflavones metabolite, S-equol, relieves endothelial 
dysfunction and bone loss in ovariectomised rats. 12th Asian Conference of Nutrition 2015. Yokohama, 2015.5.14-18. 

773. 西野 圭祐, 田沼 靖一, 月本 光俊「悪性黒色腫での放射線惹起DNA 損傷修復におけるP2 受容体およびTRP 
チャネルの関与」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

774. 佐々木 理恵, 高井 英里奈, 小島 周二, 田沼 靖一, 月本 光俊「γ 線照射後のがん細胞運動能亢進における

TRPV1 チャネルの関与」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
775. 高澤 涼子, 田中 ひかり, 高田 兼市, 松岡 立己, 菊地 恵梨子, 嶋田 奈実,吉森 篤史, 秋本 和憲, 田沼 靖一

「スチルベン骨格化合物によるhuman Glyoxalase I 阻害の解析」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
776. 久保木 貴広, 田沼 靖一, 月本 光俊「骨髄由来肥満細胞におけるP2X7 受容体を介した炎症性サイトカイン産

生」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
777. 中西 加奈, 月本 光俊, 田沼 靖一, 小島 周二「シリカナノ粒子曝露樹状細胞でのATP シグナリングを介した
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炎症性サイトカインの産生」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 

778. 佐藤 聡, 大見 拓也, 山本 朗央, 金 惠淑, 益谷 美都子, 田沼 靖一, 綿矢 有佑「ネクローシスとアポトーシス

を制御するMicroRNA の探索研究」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
779. 井山 翔太, 田沼 靖一, 月本 光俊「パロキセチンによるP2X7 受容体活性増強作用と炎症増悪化の可能性」 日

本薬学会第135年会 2015年・3月 
780. 新藤 実香, 佐藤 聡, 山本 洋平, 荒井 隆雄, 赤崎 安晴, 市村 幸一, 田沼 靖一「Temozolomide (TMZ)と有効な

併用を可能にするTMZ 耐性神経膠芽腫に対する6Omethylguanine-DNA methyltransferase (MGMT)阻害剤の創

製」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
781. 柴崎 由梨, 荻野 暢子, 佐藤 聡, 田沼 靖一「NAD+生合成経路を標的とする新規制がん剤開発のための基礎的

研究」 日本薬学会第135年会 2015年・3月 
782. 内海文彰、小路昴一郎、田沼靖一「レスベラトロールによるヒトTP53およびE2F4遺伝子発現制御 第37回日本

分子生物学会年会 2014年・11月 
783. 佐藤 聡、大見 拓也、山本 朗央、金 惠淑、田沼 靖一、綿矢 有佑「ネクローシスとアポトーシスの細胞死制

御機構の解析」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 
784. 清水 美来、松本 真悠子、高木 基樹、新家 一男、田沼 靖一、並木 秀男、胡桃坂 仁志、大木 理恵子「癌抑

制遺伝子p53活性を増強する新規抗癌剤の創製」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 
785. 柴崎 浩之、西岡 隼哉、衛藤 慎一、高澤 涼子、田沼 靖一「神経細胞のアポトーシスにおけるOmi/HtrA2によ

るGSK-3β限定分解の生理的役割」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 
786. 嶋田 奈実、高澤 涼子、田沼 靖一「がん併用化学療法を指向したGlyoxalase I 阻害剤との併用剤開発のための

新規標的分子の探索」 第37回日本分子生物学会年会 2014年・11月 
787. Yurika Takano, Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Tomomi Matsuzawa, Ken Takeda. Effects of prenatal music on the 

emotional behavior and neuronal activity in offspring. Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting. Washington DC 
(USA). 2014年11月15日 ～11月19日 

788. Takeru Matsumura, Hikaru Nakagawa, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya Yanagita, Hiroshi Hasegawa, Takayuki 
Ishiwata, Influence of light condition to physiological response and neurotransmitters, Society for Neuroscience, 44th 
Annual Meeting, Washington DC (USA),2014.11.15~19 

789. Hikaru Nakagawa, Takeru Matsumura, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya Yanagita, Hiroshi Hasegawa, Takayuki 
Ishiwata, Effect of heat acclimatization on monoaminergic neurotransmitters in the caudate putamen in rat, Society for 
Neuroscience, 44th Annual Meeting, Washington DC (USA),2014.11.15~19 

790. Takayuki Ishiwata, Takeru Matsumura, Hikaru Nakagawa, Kota Suzuki, Chisa Ninomiya, Shinya Yanagita, Hiroshi 
Hasegawa, Changes in monoaminergic neurotransmitters and physiological responses of rats with continuous heat 
exposure, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, Washington DC (USA),2014.11.15~19 

791. （＊１１）Natsuko Kubota, Shinya Yanagita, Yurika Takano, Ken Takeda, Individual wheel running activity of 
laboratory rats using a radio frequency identification technology, Society for Neuroscience, 44th Annual Meeting, 
Washington DC (USA),2014.11.15~19 

792. Shinya Yanagita, Natsuko Kubota, Yurika Takano, Tomomi Matsuzawa, Takayuki Ishiwata, Ken Takeda , Monoamine 
precursor injections influence individual difference of spontaneous physical activity in rats, Society for Neuroscience, 
44th Annual Meeting, Washington DC (USA),2014.11.15~19 

793. 佐々木理恵、高井英里奈、小島周二、田沼靖一、月本光俊「γ線による肺がん細胞の遊走能亢進におけるVRPV1
チャンネルの関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

794. 稲田将大、片山鈴花、中根裕美、田村渓、高澤涼子、原泰志、安部良、吉森篤史、四ノ宮成祥、田沼靖一、秋

本和憲「ヒト乳癌ALDHhigh細胞に対するMET阻害剤の効果」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10
月 

795. 中根裕美、菊地恵梨子、片山鈴花、稲田将大、鈴木悠平、小玉大地、嶋田奈実、原泰志、安部良、吉森篤史、

田沼靖一、高澤涼子、秋本和憲「Basal-like型乳癌細胞株から単離したALDHhigh細胞に対する新規GlyoxalaseI
（GLOI）阻害剤TLSC702の増殖抑制効果」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 

796. 井山翔太、小島周二、田沼靖一、月本光俊「パロキセチンによるP2X7受容体活性促進作用」 第58回日本薬学

会関東支部大会 2014年・10月 
797. 宇都宮沙代、小島周二、田沼靖一、月本光俊「神経膠芽腫のγ線細胞応答におけるP2受容体及びTRPチャンネル

の関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 
798. 森夏樹、小島周二、田沼靖一、月本光俊「亜致死損傷からの回復（SLD回復）におけるP2Y12受容体の関与」

第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 
799. 中西加奈、月本光俊、田沼靖一、小島周二「ナノシリカ粒子による樹状細胞からのIL-１β産生におけるP2X7受

容体の関与」 第58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 
800. 久保木貴広、小島周二、田沼靖一、月本光俊「骨髄由来肥満細胞におけるP2X7受容体活性化の機能解析」 第

58回日本薬学会関東支部大会 2014年・10月 
801. 若澤直人、小島周二、田沼靖一、月本光俊「破骨細胞の分化におけるP2受容体の関与」 第58回日本薬学会関

東支部大会 2014年・10月 
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nucleus of amygdala induces yawning response in rats, Society for Neuroscience, 42th Annual Meeting, New Orleans 
(USA), 2012.10.13～17 

875. Shinya Yanagita, Jiro Kanemaru, Hiroko Ochiai, Natsuko Kubota, Ken Takeda, Differential effects of spontaneous and 
forced exercise on neuronal activity in obese and lean Zucker rats, Society for Neuroscience, 42th Annual Meeting, New 
Orleans (USA), 2012.10.13～17 

876. 市村志朗：身体負担の少ない歩行・走運動を用いた骨格筋有酸素能評価の検討、第19回医用近赤外線分光法研

究会、東京、2012年10月 
877. 杉岡晃仁、山本陽介、宮嶋篤志、廣岡孝司、小茂田昌代：疥癬治療薬ストロメクトール錠の適正使用に関する

臨床試験①－服用前の高脂肪食摂取が有効性および安全性に及ぼす影響－、第56回日本薬学会関東支部会、東
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京、2012年10月 

878. 山本陽介、杉岡晃仁、宮嶋篤志、小茂田昌代、廣岡孝司：疥癬治療薬ストロメクトール錠の適正使用に関する

臨床研究②－服用前の高脂肪食摂取が血漿中イベルメクチン濃度推移に及ぼす影響②－、第56回日本薬学会関

東支部会、東京、2012年10月 
879. 赤木圭太、山本陽介、湯澤薫、宮嶋篤志、廣岡孝司、小茂田昌代：新規疥癬治療法；イベルメクチン全身浴法

の検討－有効性・安全性について－、第56回日本薬学会関東支部会、東京、2012年10月 
880. Maeno T., Takahashi A., Anme T., Urayama O., Maeno T., Komoda M., Hara A., Otsuka F., Tanuma S.  Effectiveness 

of Interprofessional Education Program Conducted though Inter-University Collaboration between the University of 
Tsukuba and Tokyo University of Science. All Together Better Health VI, Hyogo, Japan, October, 2012 

881. FukataY., Mizuta T., Saito J, Amatu S., Shinohara H., Yoshida S., Oto T., Fuse H., Ishii N., Sugiyama N., Komoda M. 
Current of Interdisciplinary Teams and Its Future Vision. Comparison of Pharmaceutical education between Tokyo 
University of Science and Houston University, Arawn through the Perspective from an Undergraduate Student. All 
Together Better Health VI, Hyogo, Japan, October, 2012 

882. （＊６）Ochiai H., Yanagita S., Kanemaru J., Kubota N., Takano Y., Takeda K. Prenatal exposure to diesel exhaust 
affects GDNF in the motor cortex of neonatal rats. The 11th Biennial Meeting of the Asian Pacific Society for 
Neurochemistry. Kobe, Japan, 2012.9.30～10.2 

883. Shinya Yanagita, Masakazu Umezawa, Hiroshi Hori, Hiroko Ochiai, Jiro Kanemaru, Yurika Takano, Natsuko Kubota, 
Ken Takeda, Effects of exercise modality on the hypothalamic gene expression and its functional characterization, The 
11th Biennial Meeting of the Asian Pacific Society for Neurochemistry,Kobe (Japan), 2012.9.30～10.2 

884. 久保田夏子，雨宮誠一朗，西島壮，柳田信也，北一郎, 扁桃体中心核刺激によるあくび反応, 第35回日本神経

科学大会，愛知, 2012.9.18～21 
885. 落合紘子，柳田信也，金丸次郎，久保田夏子，武田健, ディーゼル排ガス胎仔期曝露が大脳皮質層の発達過程

に及ぼす影響, 第35回日本神経科学大会，愛知, 2012.9.18～21 
886. 柳田信也，金丸次郎，落合紘子，梅澤雅和，久保田夏子，武田健, 妊娠期の睡眠剥奪がHPA系機能に及ぼす影

響, 第35回日本神経科学大会，愛知, 2012.9.18～21 
887. 鈴木航太，二宮千沙，満石寿，柳田信也，長谷川博，石渡貴之, 飼育環境によるラットの脳内神経伝達物質の

比較, 第67回日本体力医学会大会，岐阜，2012.9.14～16 
888. 柳田信也，梅澤雅和，堀寛，落合紘子，金丸次郎，久保田夏子，武田健, 自発および強制運動時の視床下部に

おける遺伝子発現変動の機能的特徴, 第67回日本体力医学会大会，岐阜，2012.9.14～16 
889. Umezawa M., Suzuki K., Kubo-Irie M., Shimizu M., Oyabu T., Tainaka H., Yanagita S., Takeda K. Effect of titanium 

dioxide nanoparticle transferred from pregnant mice to their offspring on urinary and cranial nerve systems. The 6th 
International Conference on Nanotoxicology (Nanotoxicology 2012) Beijing, China. September, 2012 

890. Tachibana K., Takahashi Y., Kuroiwa N., Oba T., Umezawa M., Takeda K. Effects of prenatal exposure to titanium 
dioxide nanoparticles on dopaminergic systems in mice. The 6th International Conference on Nanotoxicology 
(Nanotoxicology 2012) Beijing, China. September, 2012 

891. 石見佳子、小板谷典子、東泉裕子、西出依子、森田明美、山内淳、青木麻実：1年間のビタミンK2（メナキノ

ン-4）補給摂取が閉経後女性の骨代謝に及ぼす影響、第59回日本栄養改善学会、名古屋、2012年9月 
892. （＊１３）谷中かおる、樋口満、石見佳子：大豆イソフラボン摂取がラットにおける運動及び食餌制限誘発性

の骨密度低下に及ぼす影響、日本体力医学会、岐阜、2012年9月 
893. 天津怜、齋藤隼、大登剛、杉山奈津子、小茂田昌代：臨床薬剤師支援システムの開発～乳がん治療に関するエ

ビデンスの活用を目指して～、日本病院薬剤師会関東ブロック第42回学術大会、横浜、2012年8月 
894. 田沼靖一：アポトーシス制御を標的としたin silico創薬、第30回日本ヒト細胞学会学術集会、大阪、2012年8月
895. （＊１３）谷中かおる、竹林純、松本輝樹、石見佳子：高速液体クロマトグラフィーを用いた15種類の大豆イ

ソフラボンの定量方法、日本食品科学工学会、札幌、2012年8月 
896. 津田治敏、松本輝樹、石見佳子：マイクロプレートを用いた食品中のビタミン測定法の改良、日本食品科学工

学会、札幌、2012年8月 
897. 柳田信也,北一郎,肥満ラットにおける自発運動がストレスに関連した脳内神経活動に及ぼす影響, 第20回日本

運動生理学会大会，茨城，2012.7.28～29 
898. （＊１１）Shinya Yanagita, Jiro Kanemaru, Hiroko Ochiai, Masakzu Umezawa, Ken Takeda, Spontaneous wheel 

running alters brain activity related to mental condition in obese zucker rats, 17th Annual Congress of the European 
College of Sport Science, Bruges (Belgium), 2012.7.4～7 

899. Ichimura S., Moriguchi T. The relationship between peak muscle oxygen consumption and muscle oxygenation recovery 
time after submaximal exercise. 17th Annual Congress of the European College of Sport Science, Bruges, Kingdom of 
Belgium, July, 2012.  

900. 高田朋美、田沼靖一、谷中昭典：Geranylgeranylacetone (GGA)の経肛門投与はマウスにおけるDSS腸炎を軽快さ

せる、第40回日本潰瘍学会、東京、2012年7月 
901. 石見佳子：食品と医薬品の相互作用について，日本生薬学会，札幌，2012年7月 
902. Umezawa M., Oyabu T., Kudo S., Yanagita S., Niki R., Ihara T., Sugamata M., Takeda K. Effect of prenatal exposure to 

carbon and titanium dioxide nanoparticle on gene expression in the kidney of offspring. 23rd European Congress on 
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Perinatal Medicine (XXIII ECPM). Paris, France. June, 2012 

903. （＊１４）Hori H., Umezawa M., Uchiyama M., Niki R., Yanagita S., Takeda K. Effect of pre-pregnancy diet on hepatic 
gene expression related to maternal high-fat diet feeding. 23rd European Congress on Perinatal Medicine (XXIII ECPM). 
Paris, France. June, 2012 

904. 杉山奈津子、斎藤光江、小茂田昌代：閉経前乳癌患者における薬剤性無月経と内因性ホルモン（FSH,E2）との

関係、第20回日本乳癌学会学術総会、熊本、2012年6月 
905. Okita N., Yoshimura M., Watanabe K., Minato S., Tanuma S., Higami Y. CHK1 cleavage by both CASP and non-CASP 

family proteases in programmed cell death. The 1st International Postgraduate Conference 2012, Malaysia, June, 2012 
906. 四ノ宮成祥、吉森篤史、高橋哲、中山昌喜、松尾洋孝、守本祐司、佐伯和徳、高澤涼子、田沼靖一：癌発育の

多段階に関与する癌遺伝子Metを標的とした分子標的薬開発の試み、日本婦人科がん分子標的研究会第11回学

術集会、日光、2012年6月 
907. 加藤義之、柳田信也、橋本卓弥、市村志朗、溝口博、小林宏、竹村裕：連続ウェーブレット変換による表面筋

電周波数解析を用いたマッスルスーツ着用時筋疲労の定量的評価、日本機械学会 ロボティクス・メカトロニ

クス講演会、静岡、2012、2012年5月 
908. （＊１３）石見佳子：腸内細菌が作り出す大豆イソフラボン代謝産物（エクオール）の有用性と安全性，第66

回日本栄養・食糧学会シンポジウム、仙台、2012年5月 
909. （＊１３）勝間田真一、石見佳子、上野友美、内山成人、鈴木和春、上原万里子：骨粗鬆症モデルマウスの骨

量減少におけるequol鏡像異性体の構造による効果の差異、第66回日本栄養・食糧学会大会、仙台2012年5月 
910. 加藤美智子、竹林純、松本輝樹、石見佳子：ビタミンC の大量摂取が単回持久運動によるラット骨格筋のPGC-1α

及び抗酸化酵素の発現に及ぼす影響、第66回日本栄養・食糧学会大会、仙台、2012年5月 
911. 白井智美、石見佳子、山内淳：糖新生系酵素遺伝子発現を制御する新規転写因子AREBPの生体機能、第66回日

本栄養・食糧学会大会、仙台、2012年5月 
912. （＊１３）西出依子、東泉裕子、宮浦千里、稲田全規、石見佳子：骨粗鬆症モデルマウスの骨量減少に対する

大豆イソフラボンの作用機序の解明、第66回日本栄養・食糧学会、仙台、2012年5月 
913. 小原脩平、小藤あずさ、青野史、柳原千賀、篠田覚、小茂田昌代：赤色スケールを用いた皮膚炎症発赤の客観

的評価方法の検討―胃瘻増設患者の瘻孔周囲炎症を評価する試み―、第3回日本アプライドセラピューティク

ス学会、東京、2012年4月 
914. 齋藤隼、水田貴大、天津怜、篠原紘子、吉田早希、大登剛、深田祐羽妃、布施春奈、杉山奈津子、石井直子、

小茂田昌代：重篤副作用の早期回避を目指した臨床薬剤師支援システムの構築、第3回日本アプライドセラピ

ューティクス学会、東京、2012年4月 
915. 川俣徹、岡治希、清岡智、市村志朗、村山淳、原田哲也：多チャンネル同時計測可能なNIRS装置を用いたVR

カヌー実行時の運動負荷計測システムの構築、第21回ライフサポート学会フロンティア講演会、東京、2012年
3月 

916. 伊丹秀作、阿部英明、海老塚重夫、高澤涼子、田沼靖一：エゾウコギ抽出液の増殖・分化に及ぼす影響、日本

薬学会第132年会、札幌、2012年3月 
917. 杉澤馨子、佐々木萌、田沼靖一、内海文彰：ヒトTP53 遺伝子プロモーター領域のレスベラトロール応答性エ

レメントの解析、日本薬学会第132年会、札幌、2012年3月 
918. 石見佳子 第33回コーデックス栄養・特殊用途食品部会報告，日本食物繊維学会産学協議会 ，東京, 2012.3.16
919. 中山昌喜、松尾洋孝、及川雄二、高田雄三、中島宏、中村好宏、井上寛規、浜島信之、田沼靖一、四ノ宮成祥：

痛風病因遺伝子ABCG2の変異と血清尿酸値との関連、第22回日本疫学会学術総会、東京、2012年1月 
920. 石見佳子：日本の栄養表示関連法規および実施状況と管理方法，日中健康栄養交流会議2012－国際栄養表示関

連法規フォーラム－，北京，2012 
921. 杉山奈津子、斎藤光江、大場真佐子、宮下有紀、奥出有香子、富山聡子、倉田麻美、伊藤真由子、平 郁、徳

田恵美、高橋由佳、清水秀穂、小坂泰二郎、安部郁子、瀬沼幸司、中井克也、三浦佳代、三浦弘善、霞富士雄、

小茂田昌代：乳腺センター外来におけるチーム医療実践に向けての薬剤師の試み、第8回日本乳癌学会関東地

方会、埼玉、2011年12月 
922. Uchiumi F., Kuwahara T., Tanuma S. Responses of the human shlterin-encoding gene promoters to various compounds. 

第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
923. 松本真悠子、並木秀男、田沼靖一、大木恵理子：p53制御因子Mdm2,Mdmxを標的とした新規抗がん剤候補の創

製、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
924. Niwa K., Uchiumi F., Tanuma S. Characterization of 5’-upstream regions of the human genes having duplicated 

GGAA-motifs. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
925. Fukui M., Tokimoto K., Uchiumi F., Tanuma S. Characterization of the mouse Pparg,Ppargc1a and Tert promoter regions 

and analysis of their activity during differentiation of 3T3-L1 cells. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12
月 

926. Obata M., Sugisawa K, Uchiumi F, Tanuma S. Effect of caloric restriction mimetic drugs on the human TP53 gene and 
its protein product p53. 第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 

927. 藤井拓、橘晴輝、横上菜月、石嶋麗、藤健佑、手井祐太、高澤涼子、田沼靖一：LPS刺激によるHMGB1放出へ

のポリ(ADP-リボシル)化の関与、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
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928. 木下裕太朗、衛藤慎一、西岡隼哉、佐伯和徳、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：神経細胞死におけるOmi/HtrA2

によるGSK-3β活性制御機構の解析、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
929. 佐藤祐樹、武藤峻、佐伯和徳、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：In silico分子設計手法を用いた新規NS3 helicase

阻害剤の創製、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
930. 橘晴輝、藤井拓、横上菜月、石嶋麗、手井祐太、吉森篤史、高澤涼子、田沼靖一：In silico手法を用いたHMGB1/RAGE

相互作用部位の同定、第34回日本分子生物学会年会、横浜、2011年12月 
931. Shinomiya N., Tanuma S. How do we tackle emerging risks posed by recent development of bio-technology. 7th Review 

Conference, side event "Dual-use issues and the role of life scientists", Geneva, Switzerland, December, 2011 
932. Shinya Yanagita, Hiroko Ochiai, Jiro Kanemaru, Ken Takeda, Prenatal exposure to diesel exhaust affects brain 

development in the motor cortex of neonatal rats, Society for Neuroscience, 41th Annual Meeting, Washington DC 
(USA), 2011.11 

933. Yanagita S., Ochiai H., Kanemaru J., Takeda K. Prenatal exposure to diesel exhaust affects brain development in the 
motor cortex of neonatal rats. Society for Neuroscience, 41th Annual Meeting, Washington DC, USA, November, 2011 

934. Ichimura S., Moriguchi T. Quantification of Shooting Play Position and Shooting Course from Pictorial Handball Match 
Statistics Report. EHF Scientific Conference 2011 Science and Analytical Expertise in Handball, Vienna, Republic of 
Austria, November, 2011 

935. 池谷有紀子、森田茜、栗田知沙、石井直子、杉山奈津子、中村達也、大澄朋香、小茂田昌代：ハイリスク薬取

り間違い発見ツールの有効性と課題―ツール導入トライアル結果の質的評価を中心に―、医療の質安全学会、

東京、2011年11月 
936. 篠原紘子、矢島直樹、斎藤隼、水田貴大、天津怜、吉田早希、小茂田昌代：日本と海外の薬学部教育の比較～

社会のニーズに応えられる薬剤師になるために～、ちば薬剤師フォーラム、千葉、2011年11月 
937. Tsukamoto M., Abe J., Okada M., Ohwada H., Ariyasu S., Abe R., Takasawa R., Tanuma S., Aoki S. In Silico Screening 

and Synthesis of Anti-Cancer Agents for Inducing of Cancer Cell Selective Apoptosis. AIMEC11(8th AFMC 
International Medicinal Chemistry Symposium), Tokyo, Japan, November, 2011 

938. 田沼靖一：タンパク質相互作用を標的としたin silico創薬手法の実践、第39回構造活性相関シンポジウム、千葉、

2011年11月 
939. 赤熊秀介、小原修平、小藤あずさ、青野史、小茂田昌代：pHに着目した瘻孔周囲炎症治療剤重曹シュガー軟膏

の基礎的検討、第55回日本薬学会関東支部大会、千葉、2011年10月 
940. 酒巻智美、金永進、大谷真理子、小茂田昌代：ストロメクトール錠の有効性に影響を与える要因に関する研究

―経鼻チューブの材質や太さが投与量に与える影響について―、第55回日本薬学会関東支部大会、千葉、2011
年10月 

941. 松田慶祐、山本陽介、赤木圭太、湯澤薫、宮嶋篤志、廣田孝司、小茂田昌代：イベルメクチンの血漿中濃度推

移に及ぼす高脂肪食摂取の影響、第55回日本薬学会関東支部大会、千葉、2011年10月 
942. 石見佳子：健康づくりと食の選択、ILSI Japan 第5回「栄養とエイジング」国際会議 ，東京、2011年10月 
943. 柳田信也、梅澤雅和、金丸次郎、落合紘子、武田健：自発および強制運動時の視床下部における遺伝子発現変

動の網羅的解析、第66回日本体力医学会大会、山口、2011年9月 
944. 落合紘子、柳田信也、金丸次郎、武田健：ディーゼル排ガスの胎仔期曝露が発達期の大脳皮質細胞数変化に及

ぼす影響、第34回日本神経科学大会、神奈川、2011年9月 
945. 田沼靖一、太田諒、加藤侑香、神岡真理子、阿部英明、高澤涼子：ポリ(ADP-リボース)グリコヒドロラーゼ阻

害剤のin silico探索と細胞への影響、第84回日本生化学会大会、京都、2011年9月 
946. 東泉裕子、上原万里子、石見佳子：閉経後女性におけるイソフラボン代謝産物の産生能に及ぼすフラクトオリ

ゴ糖の影響－パイロットスタディー－ 第58回日本栄養改善学会、広島、2011年9月 
947. 津田治敏、松本輝樹、石見佳子：食品中のビタミン測定における微生物定量法の改良、日本食品科学工学会 第

58回大会、仙台、2011年9月 
948. Yanaka K., Higuchi M., Ishimi Y. Effects of voluntary exercise and energy restriction on bone mineral density in female 

rat model. American Sciety for Bone and Mineral Reserch 2011 Annual Meeting, San Diego, USA, Septmeber 2011 
949. 柳田信也、梅澤雅和、武田健：マイクロアレイ－MeSH法を用いた自発および強制運動時の視床下部遺伝子発

現変動の比較、第19回日本運動生理学会大会、徳島、2011年8月 
950. 四ノ宮成祥、吉森篤史、高橋哲、中山昌喜、松尾洋孝、守本祐司、佐伯和徳、高澤涼子、田沼靖一：Metチロ

シナーゼを標的とした低分子抗腫瘍薬開発の試み、第29回日本ヒト細胞学会学術集会、富山、2011年8月 
951. Ishimi Y ，Osteoporosis and Nutrition; Soybean isoflavone and bone health，Lunch Symposium, XI Asian Congress of 

Nutrition，Singapore, 2011.7.14 
952. （＊１１）Yanagita S., Kanemaru J., Ochiai H., Umezawa M., Takeda K. Short term treadmill running enhances brain 

plasticity. 16th Annual Congress of European College of Sport Science (ECSS), Liverpool, UK. July, 2011 
953. Ichimura S., Moriguchi T., Quantitative analysis of offense transition in handball games. 16th Annual Congress of the 

European College of Sport Science, Liverpool, UK, July, 2011 
954. Tousen Y., Fujii Y., Ueno T., Uchiyama S., Nishimuta M., Yamada K., Ishimi Y. Equol Inhibited Bone Loss without 

Unfavorable Effects in Osteoporotic Mice and Postmenopausal Japanese Women. XI Asian Congress of Nutrition 2011, 
Singapore, July, 2011 
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955. 山内淳、白鳥明日香、石見佳子：β-カロテン開裂酵素BCMO1のレチノイン酸による遺伝子発現制御機構の解析、

日本ビタミン学会第63回大会、広島、2011年6月 
956. 鈴木佳織、佐々木菜穂、石見佳子、梅垣敬三：飲料ならびに健康食品に含まれる茶カテキン類の分析法につい

て-電気化学検出-HPLC法とUV検出-HPLC法の比較、第65回日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 
957. 笠岡（坪山）宜代、中西朋子、佐藤陽子、瀧沢あす香、石見佳子、梅垣敬三、芝池伸彰：ダイエタリーサプリ

メントおよびいわゆる健康食品等に関連したリスク情報の諸外国での発信状況に関する研究、第65回日本栄養

食糧学会、東京、2011年5月 
958. （＊１３）君羅好史、勝間田真一、太田篤胤、石見佳子、鈴木和春、上原万里子：フラクトオリゴ糖併用摂取

による骨粗鬆症モデルマウスの骨量減少に対する大豆イソフラボン投与量低減の可能性、第65回日本栄養・食

糧学会、東京、2011年5月 
959. （＊１３）上野友美、小野田敦子、阿比留康弘、内山成人、石見佳子：日本人におけるエクオールの24時間尿

排泄量を指標とした生理的範囲に関する調査研究、第65回日本栄養・食糧学会、東京、2011年5月 
960. 西出依子、東泉裕子、宮浦千里、石見佳子：大豆食品中に含まれる機能性成分の脂肪細胞分化に対する影響、

第65回 日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 
961. （＊１３）東泉裕子、安部文子、石田達也、上原万里子、石見佳子：ダイゼインとレジスタントスターチの併

用摂取が骨粗鬆症モデルマウスのエクオール産生能および骨量減少に及ぼす影響、第65回 日本栄養・食糧学

会大会、東京、2011年5月 
962. 竹林純、沖智之、松本輝樹、坪田（宇津木）恵、卓興鋼、渡辺純、後藤一寿、陳健斌、佐藤麻紀、石見佳子：

一般的な野菜・果物及び市販飲料の H-ORAC 値及びそれらからの親水性抗酸化物質一日摂取量の推算、第65
回日本栄養・食糧学会大会、東京、2011年5月 

963. 松本輝樹、鈴木春奈、谷中かおる、石見佳子：室間共同試験による食品中ビタミンB12測定法の分析精度につ

いて、日本食品化学学会 第17回総会・学術大会、東京、2011年5月 
 
環境要因解析グループ(野島、浜田、矢島) 
964. 井上領、森岡優介、塩谷正俊、矢島博文、野口剛、自転公転ミキサーを用いたフッ素ゴム/ナノフィラー複合材

料の作製と物性評価」、平成27年度繊維学会年次大会、タワーホール船堀（東京）、2015年6月11日． 
965. 野島雅、木内健太、鈴木将人、三木裕介、三浦和彦、二次イオン質量分析法を用いた黄砂の同位体分析、第31

回エアロゾル科学・技術研究討論会、筑波大学 南地区 大学会館 2014年 8月 7日 
966. 穴井 勇希、堀田 昌直、足立 達哉、野島雅、新しい原理を用いた質量分析器におけるイオン軌道シミュレー

ションとその評価、日本分析化学会第63年会、広島大学東広島キャンパス 2014年9月17日～9月19日 
967. 鈴木将人、穴井勇希、野島雅、堀田昌直、足立達哉、新しい原理を用いた回転電場質量分析器の開発とその評

価、2014年度実用表面分析講演会PSA-14、御殿場高原 時之栖 Hotel Brush Up 2014年10月27日 
968. Masashi Nojima (Invited)A New Principle Mass Analyzer for Organic Materials, BIT's 4th Annual World Congress of 

Nano Science & Technology-2014,Qingdao, China 2014年10月29日～10月31日 
969. Tsuchiya K., Nagaoka T., Takahashi Y., Yajima H. Effect of the Structural Quality of Carbon Nanotubes on the 

Antidegradation and Electrical Conductivity of Carbon Nanotubes/Rubber Composites, NT13: The Fourteenth 
International Conference on the Science and Application of Nanotubes. Espoo, Finland, June, 2013 

970. 海老原峻義、野島雅、近藤剛史、湯浅真：PEFCカソード触媒/固体電解質界面のDynamic-SIMS解析、2012年材

料技術研究協会討論会、千葉、2012年12月 
971. 赤川典子、土屋好司、沖津翔太、矢島博文：アゾベンゼン誘導体を用いたリオトロピック液晶の光形成制御、

日本油化学会フレッシュマンサミットTOKYO 2012、東京、 2012年11月 
972. 坂東加奈子、青景知弘、土屋好司、陳秀琴、元島栖二、矢島博文：キトサン/カーボンマイクロコイル複合膜の

創製と新規骨再生材料への応用、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 
973. 嵯峨しおり、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン-PEG グラフトおよびブロック共重合体/ヨウ素複合

体の物理化学的特性およびそれらの生理活性、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11
月 

974. 中田圭美、田中祐太朗、坂上晋太郎、坂東加奈子、高味充日児、川東正幸、土屋好司、矢島博文：竹材堆肥物

由来のフルボ酸様物質を用いた骨再生材料の創製、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012
年11月 

975. 沖津翔太、土屋好司、油井研一、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：葉酸標識標的指向性液晶ナノ粒子の調製と

その薬物キャリヤーとしての機能性評価、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 
976. 齋藤宏紀、土屋好司、矢島博文：環境応答性PNIPAAm－キトサンブロック共重合体の合成とその物理化学的特

性、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 
977. 石井萌、横山舞、土屋好司、矢島博文：カードラン-水溶性高分子共重合体の合成とその物理化学的特性、日本

バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 
978. 田中智子、越後優、土屋好司、矢島博文：スピロベンゾピラン導入光応答性高分子ミセルの薬物キャリアへの

応用、日本バイオマテリアル学会シンポジウム2012、仙台、2012年11月 
979. 横山舞、石井萌、齋藤宏紀、土屋好司、稲津敏行、矢島博文：水分散性カードラン・親水性高分子共重合体の

合成とその物理化学的特性、第21回ポリマー材料フォーラム、福岡、2012年11月 
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980. 坂東加奈子、青景知弘、土屋好司、陳秀琴、元島栖二、矢島博文：キトサン/カーボンマイクロコイル複合膜の

調製とその新規骨再生材料への応用、第21回ポリマー材料フォーラム、福岡、2012年11月 
981. Nojima M. Shave-off Profiling for Visualization Technique of Nano-devices (invited). 3rd Annual World Congress of 

NanoMedicine, China, November, 2012 
982. Nojima M. Shave-off Depth Profiling for Evaluation Technique of Nano Fabrication Process (invited). 2nd Annual 

Nano-S&T 2012, China, October, 2012 
983. Ebihara T., Nojima M., Kondo T., Yuasa M. Dynamic SIMS Analysis of PEMFC Catalyst Layer/Solid Electrolyte 

Membrane Interface. Pacific Rim Meeting on Electrochemical and Solid-State Science (PRiME 2012), Hawaii, October, 
2012 

984. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Matsuura T., Ohkawa K., Sakai H., Abe M., Yajima H. Preparation of 
Nanobubbles with High Dispersion Stability in Blood Serum. World Congress on Oleo Science and 29th ISF congress 
(WCOS2012), Nagasaki, Japan, September, 2012 

985. 今井薫、土屋好司、矢島博文：ナノバブルを鋳型とした中空ナノカプセルの調製、第61回高分子討論会、名古

屋、 2012年9月 
986. 井口梓、土屋好司、矢島博文：ジュランガム・キトサン複合体の調製とその物理化学的特性、第61回高分子討

論会、名古屋、2012年9月 
987. 加藤晴久、土屋好司、白川真由美、矢島博文：キシログルカン-ヨウ素錯体の物理化学的特性に及ぼす側鎖構造

の影響、第61回高分子討論会、名古屋、 2012年9月 
988. 小宮直人、 石井萌、横山舞、土屋好司、矢島博文：カードラン誘導体とヨウ素の錯体形成およびその物理化

学的特性、第15回 ヨウ素学会シンポジウム、千葉、2012年9月 
989. 深堀理子、嵯峨しおり、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン‐PEGグラフト及びブロック共重合体/

ヨウ素複合体の調製及びその物理化学的特性、第15回 ヨウ素学会シンポジウム、千葉、2012年9月 
990. Hamada N. Thermoelectric Power and Optical Absorption. International Workshop on Nano-Spintronics and JSPS 

Core-to-Core Program Kick-Off Meeting, Osaka, Japan, June, 2012 
991. 加藤晴久、土屋好司、白川真由美、矢島博文：キシログルカン/ヨウ素錯体の物理化学的特性に及ぼす側鎖効果

とその生理活性評価、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 
992. 坂上晋太郎、稲葉彩、田中祐太朗、中田圭美、土屋好司、川東正幸、矢島博文：腐植物質を利用した有害化学

物質の光分解による環境浄化、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 
993. 田中智子、斎藤麻美、島田亨平、土屋好司、矢島博文：葉酸標識PAMAM デンドリマー/PEG 化リポソーム複

合化粒子の調製と薬物キャリアへの応用、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 
994. 中田圭美、田中祐太朗、坂上晋太郎、高味充日児、川東正幸、土屋好司、矢島博文：竹材堆肥物より抽出した

腐植様物質の物理化学的特性、第61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 
995. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製および生体適合性、第

61回高分子学会年次大会、横浜、2012年5月 
996. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Matsuura T., Ohkawa K., Sakai H., Abe M., Yajima H. Preparation of 

Nanobubbles with High Dispersion Stability Using Mixture of Cycloamylose Laurate and PEGylated Phospholipids for 
Ultrasound Contrast Agents. International Association of Colloid and Interface Scientists, Conference (IACIS2012), 
Sendai, Japan, May, 2012 

997. Nojima M. Isotope analysis of aerosol using secondary ion mass spectrometry. 14th the International Symposium on 
SIMS and Related Techniques Based on Ion-Solid Interactions, Tokyo, Japan, May, 2012 

998. Nojima M. Isotope analysis of aerosol using secondary ion mass spectrometry (Invited). International symposium on 
aerosol studies explored by electron microscopy, Tsukuba, Japan, February, 2012 

999. 青景知弘、高橋克宗、住近理沙、玉城沙弥香、土屋好司、矢島博文：タンパク質/骨類似アパタイトによる高分

子表面の高機能化と骨再生材料への応用、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、 2011年11月 
1000. 島田亨平、溝口啓太、土屋好司、矢島博文：葉酸修飾PAMAM デンドロン/リポソーム複合化粒子の薬物

キャリアとしての機能性評価、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 
1001. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製及び生体適合性、

第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 
1002. 井口梓、上田新太郎、土屋好司、矢島博文：キトサン/ジェランガム複合体微粒子の調製及びその特性評

価、第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 
1003. 越後優、内田勝美、土屋好司、矢島博文：スピロベンゾピランを用いた光応答性高分子ミセルの形態変化、

第33回日本バイオマテリアル学会大会、京都、2011年11月 
1004. 梶陽介、内田勝美、土屋好司、矢島博文：温度応答性修飾フラーレン誘導体の溶液物性および生理活性評

価、第60回高分子討論会、岡山、2011年9月 
1005. 安達聡一郎、土屋好司、矢島博文：フェロセン含有電気化学応答性両親媒性高分子の合成と水溶液中での

物性評価、第60回高分子討論会、岡山、2011年9月 
1006. 青景知弘、高橋克宗、住近理紗、玉城沙弥香、土屋好司、矢島博文：タンパク質/骨類似アパタイトによ

る高分子ファイバー表面の高機能化と骨再生材料への応用、第60回高分子討論会、 岡山、2011年9月 
1007. 沖津翔太、土屋好司、酒井秀樹、阿部正彦、矢島博文：標的指向性液晶ナノ粒子の調製及びその界面特性、
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第63回コロイドおよび界面化学討論会、京都、 2011年9月 

1008. 海老原峻義、宮本亜也加、池尻貴宏、野島雅、近藤剛史、湯浅真：PEFCカソード触媒のD-SIMS解析、2011
年電気化学秋季大会、2011年9月 

1009. （＊１）Tsuchiya K., Hayashi K., Fujiwara K., Konno T., Itani K., Ito T., Matsuura T., Ohkawa K., Sakai H., Abe 
M., Yajima H. Nanobubble Preparation of Mixed Cycloamylose-Modified Surfactants and PEGylated Phospholipids for 
Ultrasound Contrast Agents. 85th ACS Colloid and Surface Science Symposium, Montoreal, Canada, June, 2011  

1010. 田中俊行、土屋好司、矢島博文、鈴木嘉昭：イオンビーム照射による生体吸収性高分子ファイバーの表面

改質、第60回高分子学会年次大会 、大阪、 2011年5月 
1011. 青景知弘、高橋克宗、住近理紗、土屋好司、矢島博文：骨再生医工学における生体模倣キチンファイバー

を用いた三次元骨再生材料の創製とその特性、第60回高分子学会年次大会、大阪、2011年5月 

 

 

 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

 

＜既に実施したもの＞ 

日本幼少児健康教育学会第 30 回記念大会［春季：野田大会］の共催（2012 年 2 月 18 日～19 日） 

日本幼少児健康教育学会第 30 回記念大会の共催を務めた。本大会の大会会長および大会組織委員

長は、本プロジェクトのメンバーでもある丸山克俊（同学会副会長）ならびに清岡智（同学会常任理事）が

それぞれ務めた。また、本プロジェクトの市村志朗ならびに柳田信也が大会組織副委員長を務めた。本プ

ロジェクト研究代表者の武田健は大会顧問として協力し、同大会中にも講演を行った。 

大会では「次世代健康科学・健康教育を考える」のメインテーマの下に、特別企画①「学校体育プログラ

ム日韓比較考」および特別企画②「次世代健康科学・健康教育を考える」が開かれたほか、幼少児の健康

に関わる教育研究・実践研究の多種多様な報告が集まった。特別企画②では、本プロジェクトの立花研な

らびに梅澤雅和が講演を行った。この特別企画は市民に一般開放し、当センターの研究ならびに関連す

る幼少児健康に関わる研究の普及・広報をする役割も果たすことができた。 

 

日本毒性学会でのシンポジウム企画（2014 年 7 月 2 日） 

日本毒性学会学術年会にて、当センターの梅澤が他大学の若手研究者と共に、シンポジウム「次世代

が切り開く胎生期、発達期毒性研究」を開催した。環境と次世代の健康をトピックスに掲げ、実験・疫学・臨

床の分野横断的な議論を実現した。 

 

公開セミナー開催（2014 年 7 月 10 日） 

センターの公開セミナー「環境と次世代健康科学」を野田キャンパス総合研究棟にて開催した。首都圏

から遠くは長野県から参加者が集まり、総研機構・所属研究センターの紹介、研究内容の紹介、関連分野

の先生方の講演とそれに続く意見・情報交換を行った。参加者の関心は高く、セミナーを予定の 2 時間を

超える 2 時間半余りにわたり行い、本学の研究内容の紹介や学内外でのニーズ・情報共有を促した。 

 

 

日本学術会議シンポジウム「PM2.5 とナノ粒子 ―微小粒子の健康影響とその対策を考える―」を開催

（2014 年 9 月 6 日） 

 ①大気中に浮遊する微粒子・ナノ粒子や産業で汎用されるナノマテリアルのリスク評価を目指した我が
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国の研究報告を示すこと、その上で、②今後のリスク管理の方法を我が国から世界に示していくための議

論を展開し、その課題と展望を探ることを目的として、標題のシンポジウムを日本学術会議講堂（東京都

港区）にて開催した。約 170 名の参加者には 13 名のメディア関係者も含まれ（学術会議シンポジウムとし

て最大級）、この問題の注目度の高さが改めて認識された。当センターの梅澤もコーディネーターを務めた

パネルディスカッションで、様々な立場の参加者の質疑応答を交えた討論を実現した。 

 

関連研究の最新動向の学会誌への寄稿 

2011 年 8 月 9 日～12 日に、米国マサチューセッツ州ボストンにおいて開催された第 5 回ナノテクノロジ

ー国際シンポジウム“Occupational and Environmental Health”に、本プロジェクトから武田健ならびに梅澤

雅和が参加し、研究発表を行った。この学会で行われた議論を、梅澤雅和が国内の研究機関の研究者と

共著で、日本エアロゾル学会誌『エアロゾル研究』（26 巻 4 号 pp.374-376）上に報告した。 

2012 年 5 月 14 日～16 日には、フランス・パリにおいて開催された国際毒性学会（SOT）の会議

PPTOXIII（The 3rd International Conference on Fetal Programming and Developmental Toxicity）に、本プロ

ジェクトから梅澤雅和ならびに大学院生の清水隆平が参加し、研究発表を行った。この学会で行われた議

論を、参加した両名が日本免疫毒性学会ニュースレター上に報告した（17 巻 1 号 pp.12-13）。なお、清水

氏はこの学会での研究発表で Student Award を受賞した。 

 

研究成果のインターネットでの公開状況 

本プロジェクトから発表した顕著な研究成果ならびに活動状況は、本プロジェクトの運営主体である戦

略的環境次世代健康科学研究基盤センター（東京理科大学 研究推進機構 総合研究院）のウェブページ

上に公開した。 URL: http://www.rs.tus.ac.jp/env-health/index.html 

 

国際シンポジウム－日本幼少児健康教育学会第 33 回大会［春季：野田大会］の共催 

（2015 年 2 月 28 日～3 月 1 日）

当センターメンバーから大会長：丸山克俊、組織委員長：清岡智、事務局長：柳田信也、組織副委員長：

市村志朗、国際シンポジウム担当：梅澤雅和の下、標記学会大会を共催した。国際シンポジウム「次世代

のための環境・健康研究」「幼少児の疾病と健康教育の諸課題－日韓比較考－」を、公開企画として開催

した。http://www.rs.tus.ac.jp/env-health/meeting/150228-0301_children.html 

国際シンポジウムでは、次代を担う幼少児の健康・成長・教育環境を向上させるための最先端の活躍・

研究・実践をしている研究・教育者を招待した。新しい技術や社会を将来に持続可能な形で設計・発展さ

せるための新たな環境研究・環境教育の萌芽が得られた。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 特になし。 
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１４ その他の研究成果等 

 

武田健ならびに梅澤雅和らが中心となり、電機会社との共同研究を進め、ナノ粒子や類似活性種を放

出し得る消費者製品の健康リスク評価ならびに有効性の検証を実施した。梅澤雅和らが中心となり、エジ

プト Damanhour 大学獣医学部と予防医学を指向した医薬工連携型の共同研究を展開しているほか、ナノ

粒子の健康影響解析に重要な吸入曝露実験をデンマークの National Research Centre for the Working 

Environment との共同研究で実施・継続中である。その結果、疾病発症に対する環境要因（ナノ粒子の景

気同曝露）の寄与のメカニズム、病理・分子的基盤について本研究プロジェクトから明らかになった主要な

ものが吸入曝露実験系で再現され、現在は治療法に限界のある慢性疾患に対する新しい治療標的・予防

戦略が明らかになると期待される。 

 

＜受賞＞ 

1．カーボンブラックナノ粒子が次世代の免疫系に及ぼす影響（梅澤雅和・小川修平ら、2013 年 9 月）

健康影響を及ぼす大気汚染物質 PM2.5 が社会問題となっていますが、当センターではその中でもとく

に微小なナノ粒子の健康影響に注目しています。梅澤らは、ナノ粒子の妊娠期曝露が次世代免疫系に及

ぼす影響 (Shimizu et al. J Toxicol Sci, in press) を明らかにするとともに、微小粒子の健康リスクにつ

いて広く解説するためのアウトリーチ活動を精力的に行っています。一連の研究成果が認められ、日本薬

学会 環境・衛生部会 部会賞・金原賞を受賞しました（梅澤）。 

受賞理由 

 バイオインフォマティクスを活用した網羅的遺伝子発現データの機能的解析手法を確立し、こ

れを発生・次世代毒性学研究に応用してきたこと。 

 それにより、ナノ粒子の妊娠期曝露が次世代の免疫系に及ぼす影響を「短期間で未知の毒性も

含めて」評価する方法を見出してきたこと。 

 衛生薬学・毒性学研究の成果をより社会で活用可能なものにするリスク・コミュニケーション

手法を検討し、実践したこと。 

 受賞テーマ 

 「網羅的遺伝子発現データの機能的解析手法の確立と発生（次世代）毒性学研究への応用」 

 

2．カーボンブラックナノ粒子が次世代の脳神経系に及ぼす影響－ナノマテリアルの鋭敏かつ定量

的影響評価指標の探索（小野田淳人・梅澤雅和ら、2014 年 4 月） 

ナノ粒子を妊娠期に気道から投与すると、次世代個体の脳血管周囲の細胞（血管周囲マクロファージ

PVM ならびにアストロサイトが鋭敏に反応し顕著な影響が及ぶこと(Onoda et al. PLoS One 2014)、そ

の作用の程度がナノ粒子の種類によって異なることが明らかになりました (Umezawa & Onoda et al. 

Nova Science Publishers 2015)。この変化には用量依存性があり、人に曝露され得るナノマテリアルの

鋭敏かつ定量的な安全性評価指標になり得ることを明らかにしました。 

この研究成果は、国際学会 The 7th International Nanotoxicology Congress (Nanotox 2014) に

て Best Poster Award を受賞しました（ポスター発表総数 469 のうち上位 5 演題の 1 つであり、セッション

"In vivo"（発表数 83）からの最優秀 1 演題）。 

 

3．超微小粒子の胎児期曝露に伴う脳血管周辺異常の赤外顕微法による可視化（小野田淳人・梅

澤雅和ら、2015 年 9 月） 

 ナノ粒子の妊娠期での経気道投与によって生じる、次世代個体の脳血管周辺組織におけるタンパク質

組成の変化を、in situ 赤外スペクトル法とタンパク質二次構造解析を用いることで明らかにしました。そ
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の成果は、環境衛生学分野で注目されているナノ粒子の生体作用について、新しいバイオイメージング技

術を活用して独創性の高い成果を挙げたものと評価され、第 24 回日本バイオイメージング学会学術大

会においてベストイメージング賞（ニコン賞）が授与されました。なお本成果は、東京理科大学・赤外

自由電子レーザー研究センター（FEL-TUS、築山光一教授・川崎平康研究員）との共同研究により得

られました。 

 

＜研究活動＞ 

1．微小粒子 PM2.5 及びナノ粒子の健康リスクの解説・情報提供（武田健・梅澤雅和ら） 

 微小粒子や超微小粒子（ナノ粒子）の健康影響は、我々すべての人の健康に関わる問題です。これらの

微小な粒子が人々の健康に対してどのような影響を及ぼし得るのか、そして、人々がそのリスクをどのよう

に回避できるのかについて、本センターは情報提供や解説するよう努めました。 

 フジテレビの取材に応えて情報提供（2013 年 2 月） 

 岩波『科学』編集部からの依頼に応えて論文寄稿 

「母子伝達されるナノ粒子：次世代健康影響を考える」（武田健、2012 年 10 月号） 

「ナノ材料による次世代健康影響とリスク管理への課題」（梅澤雅和、2012 年 10 月号） 

「PM2.5 の健康影響について私たちが注意したいこと」（梅澤・武田、2013 年 4 月号） 

 市民講演会での講演（武田・梅澤、2013 年 2 月 23 日、 

 講演録はこちら→ http://blogs.shiminkagaku.org/shiminkagaku/2013/04/1720134.html） 

（以上 2012 年度、ほか多数。） 

 

2．アレルギーに関わる抗体の産生をコントロールする T 細胞の同定（久保允人ら） 

 T 細胞はサイトカイン「インターロイキン-4：IL-4」を産生して、B 細胞に抗体を作らせます。これまで、IL-4

を産生する T 細胞は「2 型ヘルパーT 細胞：TH2 細胞」とされていました。一方で、リンパ濾胞に局在する「リ

ンパ濾胞型ヘルパーT 細胞：TFH細胞」の産生するIL-4が抗体産生に機能することも指摘され、アレルギー

に関わる抗体産生をコントロールするのは TH2 と TFH のいずれかが分かっていませんでした。本研究グル

ープは、TFH細胞からはIL-4産生が起こらないマウスを遺伝子工学的手法にて作成しました。このマウスを

使った解析から、IgE抗体の産生をコントロールするヘルパーT細胞はTFH細胞であり，これまで考えられて

いた TH2 の関与は無いことを世界で初めて明らかにしました。（Harada Y, Motomura Y, Kubo M et al. 

Immunity 36:188-200, 2012） 

 

3．アレルギー炎症におけるマスト細胞と好塩基球の役割（久保允人ら） 

マウスのマスト細胞または好塩基球を選択的に除去できるシステム（Mas-TRECK、Bas-TRECK）などの

遺伝子改変マウスを用いて、ダニ抗原などに含まれるシステインプロテアーゼが気道炎症を引き起こすメ

カニズムを検証しました。その結果、システインプロテアーゼで誘発される肺ナチュラルヘルパー（NH）細

胞の活性化が、好塩基球から産生される IL-4 によって制御されることを明らかにしました。これは、ダニア

レルゲンで誘導される喘息が、好塩基球と自然リンパ球（ILC）とのクロストークにより制御されることを示し

た新規の知見です。（Immunity 2014） 

 

4．ATP−ATP 受容体シグナリングを介したナノ粒子曝露細胞での活性酸素産生機構 

  ～ナノシリカ粒子（nSP）曝露による ROS 産生機構の解明～ （小島周二ら） 

 多くのナノ粒子は「活性酸素 (ROS) 産生による酸化ストレス」を誘導すると報告されていますが、その機

構は不明です。本研究ではナノシリカ粒子 (nSP) を例に取り上げ、ATP−ATP 受容体シグナリングを介し

た ROS 産生機構を明らかにした。マウス腎メサンギウム細胞に粒子径 30、70、及び 300 nm のナノシリカ
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粒子（各々nSP30、nSP70、nSP300）を曝露し、ATP−ATP 受容体シグナリングを介した ROS 産生機構を検

討しました。その結果、nSP30とnSP70により細胞からの有意なATP放出、Ca2+の細胞内流入、及び ROS 

産生がみられ、ATP 分解酵素 apyrase 処理によりこれらの現象が抑制されたことから、ナノ粒子による

ROS 産生における ATP−ATP 受容体シグナリングの関与が明らかになりました。ヒト皮膚上皮 HaCaT 細胞

でもほぼ同様な結果が得られ、細胞種に依存しないナノ粒子による ROS 産生機構が推定されました。 

 

5．肝 Kupffer 細胞でのシリカナノ粒子による IL-1β産生機構の解明（小島周二ら） 

 LPS 活性化肝クッパー（KUP5）細胞を用いて、粒径の異なるシリカナノ粒子（SNP-30, 70 及び 300）による

IL-1β産生を Purinergic signalinng の観点から検討しました。この結果、３種の SNPs のうち、SNP30 曝露に

より顕著な IL-1β産生がみられ、本ナノ粒子による KUP5 細胞からの IL-1β産生に ATP-P2X7・P2Y6 受容

体シグナリングの関与が明らかになりました。 

 

6．日本学術会議トキシコロジー分科会シンポジウム 開催  2014 年 9 月 6 日 

「PM2.5 とナノ粒子-微小粒子の健康影響とその対策を考える」と題した標記シンポジウムを企画・開催し

ました。当研究センターの研究成果を関連する知見とともに発信し、公開討論を実施し、様々なステークホ

ルダーとの議論を深めました。本シンポジウムを通して各界や市民から、当研究センターの研究の展開に

活用可能な多数の知見や意見を得ることができました。  

 

＜新聞＞ 

1．2013 年 8 月 23 日 科学新聞 

「ディーゼル排ガス曝露の影響 生育環境により大きく軽減」 

論文発表： 

○Yokota S, Hori H, Umezawa M, Kubota N, Niki R, Yanagita S, Takeda K (2013) Gene expression changes in 
the olfactory bulb of mice induced by exposure to diesel exhaust are dependent on animal rearing environment. 
PLoS One 8(8): e70145 

 

2．2013 年 10 月 28 日 朝日新聞 

「超微粒子、母体→胎児の脳へ マウス実験、細胞に異常も」 

学会発表： 

○Umezawa M, Shimizu M, Tainaka H, Takeda K: Maternal exposure to titanium dioxide nanoparticle affects 
gene expression in the brain development. 
○Onoda A, Umezawa M, Takeda K, Ihara T, Sugamata M: Maternal exposure to carbon black nanoparticle 
affects perivascular cells in the brain of offspring. 
○Tachibana K, Kojima T, Kuroiwa N, Yuasa T, Umezawa M, Takeda K: Effect of prenatal exposure to 
titanium dioxide nanoparticle on miRNA expression in mouse embryo. 
○Okamoto S, Umezawa M, Shimizu R, Onoda A, Uchiyama M, Watanabe S, Ogawa S, Abe R, Takeda K: 
Effect of treatment of pregnant mice with carbon black nanoparticle on the neonatal immune system. 

 

3．2014 年 5 月 2 日 科学新聞 

「炭素ナノ粒子が次世代に影響 仔の脳血管周囲細胞に障害」 

論文発表： 

○Onoda A, Umezawa M, Takeda K, Ihara T, Sugamata M (2014) Effects of maternal exposure to ultrafine 
carbon black on brain perivascular macrophages and surrounding astrocytes in offspring mice. PLoS One 9(4): 
e94336 

 

4．2014 年 6 月 20 日 科学新聞 

「喘息での好塩基球の役割 自然リンパ球を活性化 新たなメカニズム解明」 
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論文発表： 

○Motomura Y, Morita H, Moro K, Nakae S, Artis D, Endo TA, Kuroki Y, Ohara O, Koyasu S, Kubo M (2014) 
Basophil-derived interleukin-4 controls the function of natural helper cells, a member of ILC2s, in lung 
inflammation. Immunity 40(5): 758-771 

 

＜オンラインメディア＞ 

1．Global Medical Discovery － Key Scientific Articles 記事（2014 年 6 月 17 日）  

“Effect of aerosol particles generated by ultrasonic humidifiers on the lung in mouse” 

https://globalmedicaldiscovery.com/key-scientific-articles/effect-of-aerosol-particles-generated-by-ultrason

ic-humidifiers-on-the-lung-in-mouse/ 

論文発表： 

○Umezawa M, Sekita K, Suzuki K, Kubo-Irie M, Niki R, Ihara T, Sugamata M, Takeda K (2013) Particle 

and Fibre Toxicology 10: 64（タイトルは記事表題と同じ。） 

 

2．エジプト・ダマンフール (Damanhour) 大学にて Joint Symposium “Nanoscience: Benefits and 
Risks” を開催（2015年3月10日）  
 エジプト・オンラインニュースメディア － http://www2.el-balad.com/1428784 
 
講演（当センター講師ならびに客員准教授・客員研究員から）： 
Yasser El-Sayed:  
 The Collaborative Research between DMU and TUS Nanoscience and Nanotoxicology 
Masakazu Umezawa:  
 Health Effects of Ultrafine/Nanoparticles on the Next Generation 
Hazem Shaheen:  
 Therapeutic Uses of Silver Nanoparticles 
Masakazu Umezawa:  
 Roundtable discussion – Effective Collaboration for Encouraging Young Scientists 
 (with Abdelrahaman Abourawash, Vice Dean of Fac. Veterinary Med., Damanhour Univ.) 
 

3．エジプト・ダマンフール (Damanhour) 大学にて Joint Symposium “Environmental Toxicity & 
Mental Health” を開催（2016年1月13日）  
  エジプト・オンラインニュースメディア － http://www1.el-balad.com/1919231 
 
講演（当センター講師・RAならびに客員准教授・客員研究員から）： 
Yasser El-Sayed:  
 The Collaborative Research between DMU and TUS – Follow Up 
Shinya Yanagita:  
 Neurotransmitters and Mental Health featuring beneficial effects of physical exercise in the brain 
Masakazu Umezawa:  
 The nasal route as a potential pathway for both environmental particles and drug delivery 
Atsuto Onoda:  
 Brain perivascular macrophage, the sensitive target of nanotoxicology 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

「個々の研究者の具体的な目標を示されたい。」 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

全体の目標、グループ内の目標の中に個々の研究者の課題と役割を決定し、研究を推進している。

各々の課題の中に目標も設定しているが、十分に記載できていなかった。そのため、今回中間報告書の

項目 10 「研究プロジェクトに参加する主な研究者」のプロジェクトの研究課題の欄に個々の研究者の目標

を簡潔に記載させて戴いた。 

本プロジェクト発足時に、改めてプロジェクト全体の５年間の目標を研究代表者から説明し、その上で

個々の研究者が目標を設定している。その後、毎年、個々の研究者の目標に対する成果発表と達成度の

評価を、それぞれの課題の研究結果の要旨、業績（文献、学会発表等）として集め、年表としてまとめてい

る。また、定期的に研究発表会を開催し、パワーポイントを使用してその成果を発表するとともに討論を実

施し、その時点までに得られた結果とプロジェクト全体の目標や個々の研究者の目標について議論をして

いる。 

その結果、本中間報告書進捗状況・研究等に記載したように、プロジェクト内で研究者が相互に連携し

た研究成果を挙げた。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131065

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

140,040 123,801 0

0

10,620

253,221

263,841

0

0

44,524

0

51,603

0

0

0

0 00 0

0 0

135,895 117,326 0 0 0 0

4,145 6,475

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

23,900 20,624

28,952 22,651

23,765 19,756

0

4,145 6,475

43,521

0

0

0

10,620

61,093

0

研究費

設 備

研究費

施 設

平
成
2
7
年
度

設 備

27,391 25,089

0

52,480

0

平
成
2
5
年
度

研究費

平
成
2
6
年
度

設 備

装 置

総

額

施 設

装 置

平
成
2
3
年
度

施 設

装 置

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設平
成
2
4
年
度

S1101015

31,887

設 備

総 計

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号

設 備

私　学
助　成

設 備

施 設

29,206

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

装 置

施 設
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131065法人番号

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

H21 JEM-1200EXⅡ 1 週15 4,987

15号館1階120160162～4 H15 78.44㎡ 3 40人
15号館3階120160340～3 H15 150㎡ 4 40人

曝露実験棟 H18 216㎡ 5 60人
10号館3階実験室8 H26 111.07㎡ 1 25人

計 8,862 学内４人　

ポスト・ドクター 8,455 給与・交通費 8,455 学内３人　

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 407 給与 407 学内１人　

図　　　　書
計 23,306 23,306

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 23,306 機器購入費 23,306 呼気ガス代謝モニターメータマックス３Ｂ、ティシュー・テック　クライオ３

教育研究経費支出
計 652

人件費支出 652 給与・交通費 652 時給　1,600円，年間時間数　359.5時間
（兼務職員） 実人数　１人

計 37,135

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 12,472 委託料 12,472 分析委託料、動物飼育管理委託料

（　その他　　） 99 参加費 99 学会参加費

印刷製本費 19 印刷代 19 論文別刷印刷

旅費交通費 349 出張旅費 349 研究打合せ旅費

光　熱　水　費
通信運搬費

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,196 実験材料 24,196 器具類、薬品類

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

補助主体

6,475

厚労科研費

私学助成

科研費基盤B

私学助成

補助主体

（情報処理関係設備）

Mx3000PR  リアルタイムＰＣＲ H24 401403 1

週20 4,431VIP-5-Jr-JO 1

週25 1,890

アイソラックチャンバー動物飼育ユニット H23 SN-763 1 週168 10,620

密閉式自動固定包埋装置 VIPジュニア H20

4,977
ウルトラミクロトーム H19 EMUC6rt 1 週20 4,987

H18

週40 39,994
SP5445 1 週120

H18
高速パワーラボシステム H16

1 週168小動物排ガス曝露実験装置

（研究設備）

1
840

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

台　　数型　　番

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度施　設　の　名　称

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称

透過電子顕微鏡

ディーゼル排ガス曝露装置

補助金額

事業経費

整備年度 事業経費
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131065法人番号

  平成 年度

  平成 年度

計 7,406 学内４人

ポスト・ドクター 6,708 給与・交通費 6,708 学内３人
研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 698 給与 698 学内１人

図　　　　書
計 4,213

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,213 機器購入費 4,213 ＣＯ２インキュベーター　ＢＬ－１７１他

教育研究経費支出 実人数　2名

計

人件費支出 1,331 給与・交通費 1,331 時給1600円、561時間
（兼務職員） 時給1400円、201時間

計 46,059

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 17,028 委託料 17,028 分析委託料、動物飼育管理委託料

（　その他　　） 827 参加費 827 学会参加費・論文投稿料

印刷製本費 399 印刷代 399 論文別刷印刷

旅費交通費 3,272 出張旅費 3,272 研究打合せ旅費・学会参加旅費

光　熱　水　費
通信運搬費 40 研究材料費、運搬費 40 マウス運搬、サンプル運搬

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,493 実験材料 24,493 器具類・薬品類

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

給与・交通費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 16,742 学内６人

研究支援推進経費

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

計 38,887

旅費交通費 3,045

559

年　　　度 24

リサーチ・アシスタント 1,397 給与 1,397 学内２人
ポスト・ドクター 15,345 給与・交通費 15,345 学内４人　（内１名　嘱託助教として採用　H25年4月１日

図　　　　書
計 3,486

ダブルアクティビティモニターシステム、クリーンベンチ教育研究用機器備品 3,486 機器購入費 3,486

計 1,148

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員） 実人数　1人
教育研究経費支出

1,148 時給　1,600円，年間時間数　630時間

（　その他　） 559 参加費 学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,148

出張旅費 3,045 研究打合せ旅費

報酬・委託料 16,414 委託料 16,414 分析委託料、動物飼育管理委託料

6 サンプル送付代

印刷製本費 79 印刷代 79 論文別刷印刷

光　熱　水　費
通信運搬費 6 運搬費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途

消　耗　品　費 18,784 実験材料 18,784 器具類・薬品類

金　　額
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131065法人番号

  平成 年度

  平成 年度

計 4,300 学内３人

ポスト・ドクター 4,148 給与・交通費 4,152 学内２人　

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 152 給与 152 学内1人

図　　　　書
計 299

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 299 機器購入費 遺伝子データの解析用PC

教育研究経費支出 実人数　2人

計 3,089

人件費支出 3,089 給与・交通費 3,089 時給　1600円，年間時間数　　347時間
（兼務職員） 時給　1400円，年間時間数　1489時間

計 41,136

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 11,556 委託料 11,556 解析委託費、動物管理費、講演謝金

（その他） 2,672 保守料・諸会費・資料費他 2,672 設備点検費、学会参加費、解析用ソフトウェア他

印刷製本費 18 印刷代 18 論文印刷

旅費交通費 2,843 出張旅費 2,843 学会参加旅費、研究打合せ旅費

光　熱　水　費
通信運搬費 0 研究材料費、運搬費 0 研究材料運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,047 実験材料 24,047 試薬、実験器具、実験動物

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27

6,338 学内３人（内１名　嘱託助教として採用　H27年4月1日）給与・交通費

動物管理費、分析委託料、講演謝金
設備点検費・学会参加費・解析用ソフトウェア他

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

3,376

（兼務職員）
教育研究経費支出 実人数　2人

6,338

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

ペプチドダイアリシスシステム他

学内３人

研究支援推進経費

ポスト・ドクター 6,338

時給　1600円，年間時間数　　590時間

計

計

2,900

委託料
1,570

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

2,900

3,376

機器購入費

給与・交通費 3,376

2,900

468

出張旅費
18,620

448
2,895

46,404

保守料・諸会費・資料費他 1,570

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、実験器具、実験動物

支　出　額

実験材料

積　　算　　内　　訳
小  科  目

マウス運搬、サンプル運搬

金　　額

22,403

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

主　な　使　途

印刷代
468

（　その他　）
報酬・委託料

印刷製本費
旅費交通費

18,620

研究材料費、運搬費

2,895

22,403

光　熱　水　費

448

教育研究用機器備品

人件費支出

計

消　耗　品　費

通信運搬費

年　　　度 26

論文印刷

学会参加旅費、研究打合せ旅費

時給　1400円，年間時間数　1506時間



別紙１（図１）
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